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異言語間のコミュニケーション

ATR自動翻訳電語研究所

代表取1締役社長 樽 松 明

航空機の発達や、 電話をはじめとする通信技術の進歩によって、 11t界的

に人々の交流力 成ん に な る と 、 言 語 の 異 な る 人 と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン す る

機 会 が 多 く な る 。 人 開 は 、 高 維 れ た 所 に い て 互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す

る場合、 言語は欠かせなぃものである。

自動話i1訳電話のメリットとして大事な点は、 言語の違いを意識せずに、

l lJ 国 語 で 言 語 を 操 作 で き る と い う こ と で あ る 。  l1本人が外国人に向かって、

ゆ っ く り と て ぃ ね ぃ に l - 1 本 語 を 語 し、 これを自動l111l1訳 す る よ う に で き れ ば

す ば ら し ぃ 。

語 し 手 と 間 き 手 が 、 H : 通 の 言 語 で 、  しかも 1j1l1通の知識を持つてぃる場合

に は 、 円 1,「;-に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が で き る 。 あ る 程 度 、 相 手 の 意 図 が 「 測

で き る の で 、 す べ て を 完 全 に 認 識 で き な く て も 、 内 容 が 理 解 で き る 。 条 l li端

な 場 合 、 両 者 の 開 に 約 東 さ れ た コ ー ド ( 符 号 ) が 存 在 し て 、 そ れ に 完 全 に

従 つ て メ ッ セ ー ジ を 作 成 し て 送 り 出 し 、  受け取つて解,;売する方法をとれは

高 能 率 に し か も l;111解 な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン さ れ る 。  しかし、 こ れ は 、 あ

る範囲の人々の間の通信に限定される。

言 語 が 異 な る と ぃ う こ と は 、 究 極 的 に は 文 化 が 異 な る こ と に な る た め 、

相 手 の 言 語 に 対 す る 知 識 と 能 力 が な ぃ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が う ま く ぃ か

な ぃ 。 特 に 、 電 話 で の 会 語 と な る と 、 あ ま り 間 を ぉ か ず に 返 答 を し な ぃ と

相 手 が 気 分 を 書 す る か も し れ な ぃ と ぃ う 圧 追 感 で 、  考 え が ま と ま る 前 に 言

業 が l 1 か ら 出 て し ま う 。 す る と 、  自 分 の 言 い た ぃ こ と と 速 う こ と を 言 つ て

し ま っ た り 、 あ る ぃ は 、 語 集 や 言 い 方 の f 報 3 さ の た め に 、 違 う よ う に 受 け

取 ら れ て し ま う こ と が あ る 。

日 本 人 が 外 国 人 と よ ぃ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る に は 、 発 普 と 語 集 を ふ

くむ文法だけでは不一十分で、 文法外の色々な行動ルール に 従 つ て 、  言薬を

発Jl'し な ぃ と ぃ け な ぃ と ぃ わ れ て ぃ る 。  外 国 に 生 活 し た 経 験 で も な ぃ と 、

これを会得するのはむずかしぃ。 一方、 母国語を発声する場合には、 言葉

の 連 用 を ぃ か に す る か は 、  ・liltれてぃて容易である。

自動話認i訳電語の研究は、 自然言語処理というむずかしぃ英能関を突破する

必要があるが、国内11lf外 の 研 究 協 力 の も と に 、 基 礎 研 究 を 充 実 さ せ 、 段 階

的 に 技 術 を 進 歩 さ せ て ぃ く こ と が 月 「 要 で あ ろ う 。
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研究動向11. J介

聽場感通信への ア プ ローチ と  し て の
3次元画像の研完にっい て

n、R通信システム研究所

知能処理研究室

秋 山 健 二

1 は じ め に

iii年の技11「,1の進1j1にともなぃ 「そこにイf在するが

加 く 、 間 き 、 見、角1i れ た ぃ」 と ぃ う 様 な 整;11l,場1生のあ

る通信への要)iく が 高 ま っ て き て ぃ ま す 。

私 た ち は、 こ の41資-な 「あ た か も l l 分 が そ の 空 開 に

イfイl- する様な算t境を人々に提供することがてきるl1l l1

場性のある通イ r ,」 を1;1,1,場1=業通イ,;と呼んでぃます。

l1,11t場1選と通イ,;システムの実現は、 'l 1'i i'lおmイ,11◆1文に大

き な イ ン パ ク ト を 'j- え、 人々の社会生11「iを さ ら に ;i1'

か な も の 、  よ り 良 い も の に す る も の と 是 1 わ れ ま す 。

l1,i1,場感通信を実現するには、 空間を述和1選業なしに

1lj現 す る こ と か で き る 技t,「、fを開究する必要がありま

す が 、  この技ff、fをl;l1発するための第 -多・と し て 、

(1) 従 来 の 2 次 ノc画 像 よ り も l11l1 場 感 が あ る と 考 え ら

れ る 3 次 元 画 像 の 入 力 - 表ノJ?装1l1'iのl111線,i1l1.術

(2) 機械を使用してるこ と を 意,1織させなぃ .11l'接角l11か

つ知的なヒ ューマ ン - イ ン タ フ ェ ー スの構築技術、

等の知的な技ff、f を 確 、 f す る 必 要 が あ り ま す 。

こ こ て は 、 上 L1( 1 ) に 関 し て こ れ ま で に 検・、j を 進 め

た以1、の技術について義'・'i介します。

(1) 電 f 計算検への物体形状の自動入力法

(2) 画 限 視 差 ( 立 体 視 の1 な 生 理 的 要 因 で あ り 、 左

イ ,の 細 実 にi生影される同 -のタ、1象物の像は両限に

111l il111lかあるため同一 -で な ぃ こ と )  を 利 用 し た l f:体

表示法

2 電子計算機への物体形状自動入力法

2 .1物体J l f状のl l動人力法

物 体 の 3 次 元 形 状  (與行き情i li) を 計1l1 11する方法

は 、 以 ト の 2 つ に 大 き く 分11111できます。

(1) 能動的方1.;.

物 体 に 光 ビーム等を照射し、 物体表面てf更要 1 し

た 光 ピーム を 別 の 方 向 か ら 観 索 し 、  三角測j,tの原

理により物体の埃1行き ・1、l 1 1iiを 求 め た り 、  レ ーザ ビ

一 ム を 照1111してその反4;1 し て く る 時 間 か ら 與 行 き

情報を・,i?める方法です。

(2) 受動的方1_i1
複数の方向から物体を撮影し、ii影 し た?',々 の

1山1像中の同 , -の 点 を 認.1職し、 _- - 角測_l l1の原理によ

リ與行き情報を求める方i.i1です。

前者はある11',1度複雑な物体の與行情i'liを計測てきる

可能性力'あ り ま す 。  - 方 、 後 名'は1' 1 11'1'1f1l、l 境 の ま ま で

l 測 で き る メ リ ッ ト を 右 し て い ま す か 、 前 者 に _Lヒぺ

て 1111.数の画像中の同 -の 点 を 検 出 す る プ ロ セ ス か 複

名l: で あ り 、  それ力比中111的容iztな、l面の細合せて年l發1成

さ れ て ぃ る よ う な 1 、1象物にしか通用できなぃ,1人況に

あ り ま す 。

ATR通信システム例究1 Ji で は 、  、l1面商品見本など

の複名lな物体の入 力 を 考 え て お り 、  能動的方法であ

るモアレ法と)1i切lili法についてます検, 1を開始しました。

以l、、 モアレ法および光切断法について各々の計

測原理及びこれまての検 1j結果をl11 t介 し ま す 。

2.2モアレ法による形状入力の検,1、1

モ ア レ ( M olre)とは、フランス,11iて“木lI ” の こ と

を1, います。モアレ法の基木的な原理を図2.1に示し

ます。図2.1(a)に示す4,k-に- -定の間解1 で 複 数 の ス リ ッ

ト力'平行に並んた1格:f パ ターン (i111:影1t1:,- f -) を ス ラ イ

ド プ ロ ジ ェ ク タ に よ り 物 体 に 機 1 1 し ま す 。  物体に投

影 さ れ た 格 子 パ タ ー ン は 、  物体表面の形状にf,t、じて

変形し(変形イ11i, 子像)、部J1li111、1' します。物体表面で11lL反

?,1した変形格 f 像を11速11111'1'1 f -と同じ間隔の別の格子

( 観架格 f -) を 通 し て 観'',iす る と、 図2.1(b)に-ノJ、すよ

う に 、  破線で示した與行きの所で1:)1、1l1l,1した光だけか

格 子 間 隙 を 通 り ぬ け 、  さ ら に レ ン ズ の,イ l、点 を 通 り 像

- 2 -



号r0モアレ続常M-
変形格子像の抽出、モアレ維iの生成、細線化

手r 結 次 数 の 抽 出 =
ll 四凸判定、次数判定 l

lS,r 立体形状の合成=

」l 多方向からの制本形状合成

図2. 2 モアレ法による立体形状入力処理

を結び観,・,,-できます(図2.1(b)中の実線で一示す反身、i光)。

こ の よ う に し て 観 索 で き た f 期t光 が 集 ま っ て 地 図 の

等 高 線 と 同 じ 様 な パ タ ー ン(モアレ總1)が観察でき、

こ の モ ア レ 統 か ら 與 行 き 情 報 を 求 め る こ と が で き

ます。

モアレ法は、 (1)物体の與行き情報を直接モアレ続

の パ タ ー ン と し て 得 ら れ る こ と 、  (2)物体の奥行き情

報をE知時に電子計算機に入力することができること、

等の特徴を有してぃます。

図 2 . 2 に モ ア レ 法 に よ る 形 状 入 力 の 処 理 過 程 を 示

します〔1〕。- -般 的 手 法 で は 、 前 述 し た よ う に 変 形

格 子 像 を 観 察 格 子 を 通 し て 見 る こ と に よ り モ ア レ 結

を生成します。 ATRでは、物理的な観楽格- f - を 用 い

ずに格子パタ ー ンが投影されてぃる物体を直接T v
カ メ ラ でfili影 し、 こ のi資選表1した画像に電気的に作つ

た格子を乗算する方法によりモアレ条高を生成します

〔 2 〕 。 こ れ に よ り 、  lf l'1度の高いモアレ線1の生成や、

四 'i1の 判 定 を 可 能 に し ま し た 〔 3 〕 。 す な わ ち 、 物 体

に 投 影 さ れ た 格 子 像 は 、  物 体 の 明 る さ や 形 状 に よ り

機 炎 が 複 雑 に 変 化 し て お り 、  前述の- -般的手法では、

精度の高いモアレ統を生成することが困111維です。 本

手法では、 こ れ に 対 し て T V カ メ ラ で 報 影 し た 画 像

に各不重画像処理を通用し、 濃 淡 の一 -様な変形1l11li子像

を 得 る こ と が で き る た め 、準l'渡の高いモアレ統を生成

す る こ と が で き ま す 。 次 に 、 與 行 き 情 報 を 正 確 に 検

出 す る た め に モ ア レ 統 を 細 線 化 し、 四lfi判定等の処

理を行い與行き情報を数値デー タとして抽出します。

さ ら に 、  複数の異なる方向からのモアレ系高から得ら

れ る 與 行 き 情 報 を 合 成 し て 、  物体の完全な3次元座

標を求めます。 こ の よ う に し て 抽 出 し た モ ア レ 統 及

び細線化したモアレ統を各々写真2.1(a )、写真2.1(b )

に 示 し ま す 。

一 3 -



l l a ) モ ア レ 縞

写:英2 . 1 モ ア レ 結 抽

2 .  3光切断法によ る 形 状 人 力 の 検・1

光l,mlf1.111-の原理を図2.3にノ.l、1 します。タ・j象物体をl,, 1

中ぶ テーブ ル の l -_に 111,1き 、 ス リ ッ ト 光 を 同 中 ム テ ーフ

ル の 同 転 1出方向にi t影 し ま す 。 ス リ 、ノ ト光発生装

11fiに よ っ て 物 体 にi生 影 さ れ た ス リ ッ ト ハ タ ー ン は 物

体の表面形状に応じて変形します(変J l fスリ・ノ ト 像 ) ,

この物体表面て1)'1111、1した変Jl?ス リ ッ ト 像 を T V カメラ

でi構1,し、 - 角1ll11 ',,-の原理で3次元座i111f li1 を得ます〔4〕(

光1iJJ断法は、(1)夕t角 ( 物 体 の 形 状 に よ り イ1「, f - パ タ

一 ン を 観 期 で き な ぃ 部 分 )  か 生 じ る こ と 、 ( 2 ) ,11-1lll1ll 11 -
間 が.L1_ いこと、等のl11地はありますが、 ,・li1 l1オl'1度 が

jl・常に優れてぃるとぃう特微をイfしてぃます。 物 体

の 形 状 を 得 る に は 、  l l,1,和ぶテーブルを徴少角度つつl,11

転 し 、 そ の 時 の 変 形 ス リ ッ ト 像 か ら 3 次 元 座 標111flを

求 め ま す 。  また、 3 次 元; i'標デー タ開を各々直線で

1b1 ァ ク ス ァ ヤ ー マ
去の一列 ( ポ ト ル ) _

f, ' んで物体の Jl-f;1人を表現します。 ( ワ イ ャ フ レ ームモ

テ' ル ) 。 な ぉ、 ワ イ ャ フ レ ームモテル生成l1 1二の デー タ

l l1.の 削、i成を図るために111l線を ,11,,;''◆の 少 な ぃ ・iJ-rれ線で

近似する子-法 や 、 物 体 の 平i1l部分の・11i,f?に っい て も

検,1・1を進めてぃます。

1 j:真2.2 (a1に生成したワイャフレ ーム モ デ ル を 、 1 j

1l12 2(b)に(a)のワイャフレ ーム モ テ ル に テ ク ス チ ャ ー

(物体表面の,序1'i内 ) を は り イ に た ' 1f f i.をそれぞれノ1、し

ま すn

3 立体表示技術

r体 表,1?被 術 に 関 す るff 「,tは , 1, く か ら な さ れ て ぃ

ますか、 多戈念ながら真のl1111,場感を人間に 'j -え る も の

は 実 用 化 さ れ ま せ ん 。 以 l 、-に 、 、 l i fJ「究所でこれまで

に 検 ,、1した入力表ノJ、1方法にっいて1'・Ji介します。

人間は、 両限視表 ii 、 水 品 体 の イ l 点 調 節 、 1向目長の中1,1

中j要(両限で -点 を 見 る こ と ) 、 に群;等の,i1]t-々な要因に

よって物体の與行きを,,,19 11 l,.することができますが、

中でも両限税差は立体税の大きな要因です。 すなわ

ち、人1111の左イ1の限球間の 1f1 11i那は約6 7̃ c m で あ り

〔 5 〕 、  人開はこの左右両限に 'f つ た 像 の 違 い か ら 與

行き情報を,1111-1話?します。 こ れ ま で に 実 現 さ れ て ぃ る

立体表示装i i i lのほとんどがこの両限視差を利用して

い ま す 。

これと同様の現象を電気通信で実現するためには、

人 田 の 左 右 の 1 l に 相 当 す る 2 台 の テ レ ビ カ メ ラ で 2



つの像をiま選1i1,し、 速隔地にいる観索者の右l  1にはイ

の カ メ ラ の 像 が 、  左目には-左のカメラの像かそれそ

れ 入 る よ う に ,i可らかの手法を用いて表ノJ、す る こ と に

な り ま す 。

こ の 手 法 と し て は 、  左右の像を時分割て交ff1に 表

J、し、 これと同期してプ,:1イiが交 f f に 開 開 す る メ ガ ネ

を用いて観察する方法(時分期方式)や、 ソ,:右の像を

偏光角か90°異なる各々のn総1光フイルタを J並して表ノ、]、1

し、その像を表示時と同-一のそれそれの偏光フイルタ

を通して観索する方1_i ( fia1光方式)等があります。

'1ff「究所では、両限税差のある2つの画像を偏光方式

に よ り 同n i・に四面f遠にi量影した大画面の1推1像として

見 る  ( l111面1受lのit、点に像を ,11 く と 無 限 述 に 大 き な1?焼i

像 が'fる 。  f・権像は実像よりも立体感があると,:,われ

て ぃ る 。 ) と ぃ う 新 し ぃ 、'r体 表ノj、方式を j,;現 し ( 図 3 . 1

参 照 ) 、よ り l n場感のある 、/:体視を実現するためのfff

究を1111ll,め て ぃ ま す 〔 6 〕 。 す な わ ち 、  1 _に 述へた よ う

な画l限i見?iを利用する画像通信では、 被 1'j: 体 と 2 一し

のカメラ間の距高lll、 2 台 の カ メ ラ 間 の 間 l11・1 ・収敏角、

表ノJ、するモニタの大きさ、 i5?l準理性等の1111:々 な パ ラ メ

一 タ に よ り 與 行 き 感 の 異 な っ た 画 像 が 観 察 さ れ る こ

と に な り ま す か 、  これらの関係は定:l,:的に求められ

てぃません。 そ こ で 、  こ れ ら 相1iの 関 係 を 明1ffiに す

る と と も に 、 違 和 感 の 少 な ぃ 、f1体 税 を 実 現 す る た め

の手法にっいて研究を進めてぃます。

4 お わ り に

物体の3次元形1人デー タの自動入力技術、 四面f克

と 1lll,i光方式を細み合わせた立体表,J、装 11 i'1tに関する

検,i、1状況について系fi介しました。

/1、後は、複名lな物体の自動入力・高精度化を進め

る と と も に 画 像 認,-',& - 理解をイ、l1った物体形状入力技

術 、  l'1 ・・11、'環境のままでJ物 体 形 状 を 入 力 で き る メ リ ノ

トを有する受動的方法、 限 り な く l 1 1f)、'に近い立体感

が 得 ら れ る 3 次 元 画 像 表 ,J、般術にっい て 引 き 1i,1L き 検

1を進めます。

m参 考 文 献 )
〔 1 〕 肥i1l11、 ,l 、1 li.1、 小11木、l l1ト : 「 3次元l1動入力に

関 す る 一 考架」 信字会創 、770開年記念全大、、o

1594(1987)

〔 2 〕 . l -田 : 「 マ イ ク ロ コ ン ピ ョ ー タ1111御実時開モア

レトポグラフィ計1田装11f1一」 信 、1、''論 、Vo1 J -D, 1、1o 5 p p

299 -3 0 6 ( 1 9 7 8 )

〔3〕;1已塚、 J.B ト ミ ン ヌ 、 秋 l 1 1 、 小 林 : 「モ ア レ 法 に

よる3次元立体形状l1動入力に関する一検;1 1」

h'i 線処理学会第36l l,1 全 大 、 5 W - 6 (1988)

〔4〕西11'1 、 秋 l 1 l 、 小 林 : 「 光 切li;i法による3次元立

体形状自動入力に関する一検,1、1 」 ,1t1,1i処理学会

第36l l l1全大、5W-7 (1988)

〔 5 〕 '表'1,'i 院 、 中 11 l 11 : 「ス テ レ オ グ ラ フ ィ ソ ク ス & ホ

ロ グ ラ フ イ 」産業報知センタ(1985)

〔 6 〕 i火l11、肥i家、小林 :「 3次元画像通信に関する

一考 察 」TV学会、税覚・l常報研究会、vo1.11、 1、1o 3

(1987)

- 5 -



言 語 デ - タ べ - ス

1 は じ め に

言 ,;1iに関,座する石1「究をィJうには、 ます文、1象とする

1111'Lの 持 つ い ろ ぃ ろ な 特 微 を 的 確 にi已i好 す る こ と か

な に よ り 111 要 と な り ま す 。 「1 1;''デー タ ペース」 は そ

の- i ;11iて ; l 1 か れ た り 、 ,l「1 されたりした文を多-1l1_に集

め た も の で あ り 、  こ の 中 か ら , ,.1tに l 要、1する ノ各不平情報

や ぃ ろ ぃ ろ な 現イ象 を 取 り 出 し て 利 用 す る こ と を l 1 的

と し た も の で す 。

こ の よ う な ,  1 1:''テ ー タ ベー スのf月究、 1空 fi品がもっ

と も 進 ん で ぃ る の は 英 ,11iを .1l、1象にしたものて、 例え

ば フ ラ ウ ン ・ コ ー パ ス  〔 5 〕  と 呼 ば れ て ぃ る , 1 ,1 111テ

ー タ ペー スには約100力-' の 英 文 が 収11_ft さ れ て ぃ ま

す 。  ま た.,1L「E C.l?l l 1でもその ,手要,:l が 認 ,i?さ れ 、

例 え ば イ タ リ ア の ビ サ 大 で も 大 J、見機-な ; :.11 テ ー タ ペ

ースの構染力1延められてぃます。

自 動,話出,f e電 南1-では、 l l木人と外l 1 1 人の111」の ',注,111に

よ る 会f1,1iを自動的に相手の, i 集に船l,,je しなければな

り ま せ ん 。  こ の た め に は,11f 1 し-:1装が ど の よ う に 構 成

されてぃるのかを- l -分に調べておく必要があります。

特 に l 1 本 ''は 英 f '''などに上ヒへて,活し1 ,集 と - l1:き f.i集

の 差 が 大 き ぃ と ,  1 わ れ て ぃ ま す か 、  多戈念なことに語

し1,集 の 特 徴 は ま だ- l -分 に は 解 つ て ぃ ま せ ん し、 ま

たそれを調べようと思つてもl1本語会語文の f i,1,f1デ

ー タ ベースは/'、まであまり作られてぃなぃのが現状

です。このためATR自動話ij ,-f e電,1,高-石升究所では、 器期

訳方式の研究を進める一方、 会語文そのものを収集

し、 デー タ ベースの作成を進めてぃます。

2 言 語 デー タ ベ ー スの利用

1 ;11デー タ ベースは大きく次の2つのl1的に利用

で き ま す 。

(1) 文 の , 1 い 回 し や 表 現 を 調へ、 それを理解、話3i訳

A T R l'1動話ii,J-t電話研究所

デー タ処理iif「究室

森 元 逞

す る に は ど の よ う  なl i l1題を解決すべきか、 またそ

の た め に ど の よ う な J、見 則 や 法 則 が 成 り 立 つ て ぃ る

かを,J1・1ぺ る 。

(2) 1 -_,,l:の111i11ll1や法1111をもっとマク ロ に 調 ぺ 、 言 ' ,

の統計モデルを作成する。 こ の 続 計 モ デ ル を 用 い

て1i-声.111、識などの間題解决に応用する。

以 ト こ れ ら に つ い て 例 を 用 い て ! i.体的に;見明しま

す 。 〔 例 1 〕 に , 11 し一集としてl l 1際会,1義に関する間合

せ 、 〔 例 2 〕 に ,1 き r 1 集 と し て の 新 間 記 事 を あ け て い

ます。

〔例1 : l 1 1際会議に関する間い合わせ〕

P : 質 間 者  S 同 際 会 ,議事務iri

P 1 : も し も し 、1重,J、電,,ili 1際会,義 1i務1.i て す か ク

S 2 : は ぃ 、  そうです。

P 3 : 会,:義に中し)11,;み た ぃ の て す が 。

S 4 :はぃ、登録用紙はすでにお手tち て し ょ う か ?

P 5 . い い え 、  まだです。

S 6 : 分 か り ま し た 。 そ れ で は、 こ ち ら か ら お、送 り

致しますのて、 お 名 前 と ご fE所をぉ間かせ下

さ い

〔例2  : 車月日新聞1986年〕

私は今年から年金生活に入つたが、 年金に対する源

泉所得税はぃうまでもなく、住民税さては国民健康

保険税に1手1るまで、容救なく徴収されてぃる。年金

額 は サ ラ リ ーマン時代の給与と同様、 全く透明であ

り、お日こぼしのありようもなぃ。一…・・

2 . 1  会 11i'文の特微の分析

〔例1〕と〔例2〕では同じH木語でも文の構成がか

な り 連 う こ と が わ か り ま す 。 ま す 、 ,l1: き ;:- 集ては文

の 長 さ か 長 く 複 雑 で す か 、 会 11i文 で は 長 さ も 短 く 簡

単 な 文 と な っ て ぃ ま す 。  しかし、 その内容を上b中父す

る と、 ,l, き , i li1:,で は.i , ;1lの「1国11などがほとんど無い
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の に 対 し 、  会話文では話し手である主語がほとんど

の 場 合 省 略 さ れ て い る こ と が 分 か り ま す 。  P 1 で 「 そ

ち ら は 」 が 省 略 さ れ て ぃ ま す し、 S 2 、  P 3 な ど で

も 「 こ ち ら は」 、 「 私 は」な ど が 省 略 さ れ て ぃ ま す 。  ま

た 、 係 助 詞 「は」 で 示 さ れ る 王 j 題 、 例 え ば S 4 の 「登

録 用 紙 は」 は、 それ以後両者の会話では省略されて

い ま す 。  し か し 、  こ れ ら の 文 を 英 語 に 翻 訳 し よ う と

す れ ば 、 P 1 に 対 し て は 「I s  this the Secretariat of

Internat iona l Interpret ing Telephony Confere -
nce?」 な ど の よ う に 、 ま た S 6 で は 「Then , I ' l l s end

one. J の よ う に 、 省 略 さ れ て ぃ る も の を 補 つ て や る

必 要 が あ り ま す 。

つ ぎ に 、 〔 例 1 〕 は 基 本 的 に 「間い合わせや要求」

と 「 そ の 応 答」 の パ タ ー ン に な っ て ぃ ま す 。  こ の

よ う に 会 話 は 、 一 般 的 に 話 者 間 の 共 同 作 業 に よ り

進 め ら れ て ぃ き ま す 。  具体的には、 質問者が文末の

助 詞 や 助 動 詞 を 用 い て 表 し た 依 頼 、  問い合わせなど

の意図に対し、 回 答 者 が 適 切 な 応 答 、 回 答 を 行 つ て

い く こ と に な り ま す 。  また意図の表現方法にっい て

も直接相手に具体的な内容を問い合わせるのではな

く 、  P 3 の よ う に 「 自 分 が 会 議 に 参 加 申 し 込 み を し

た ぃ」 こ と を 述 べ る こ と に よ り 、 「 会 議 の 参 加 の 方 法

にっい て 教 え て 欲 し ぃ」 とぃう依東頁を間接的に表し

て い る 文 も 出 て く る こ と が 分 か り ま す 。 ま た 、  日 本

語の敬語表現は複雑ですが、 ど の よ う な 敬 語 表 現 が

使 わ れ る の か も 分 か り ま す 。

2.2統言十的言語モテ'ルの作成とその応用

例 え ば 、 「 か け る」 と い う 動 詞 は 、  その目的語に多

く の も の を 取 る 可 能 性 が あ り ま す が 、 〔 例 1 〕 の よ う

な会話文から統計情報を求めれば、 目 的 語 に は 「 電

話 」 と ぃ う 単 語 を 取 る 確 率 が 高 い で し ょ う し、〔例2〕

で は 「 税 金」 な ど の 単 語 の 確 率 が 高 く な る と 思 わ れ

ま す 。 こ の よ う な 統 計 情 報 を 利 用 す る こ と に よ り 、

例 え ば 音 声 認 識 で 「一・ を か け る 」  と ぃ う 文 を 認 識 し

た 結 果 、 「一・ 」 の 部 分 が ど う も 明 確 で な ぃ 場 合 で も 〔 例

1 〕 の よ う な 会 話 で あ れ ば 、 多 分 こ の 部 分 は 「 電 話 」

で あ ろ う と 予 想 す る こ と が 可 能 に な り ま す 。

3 会話文の収集

一 口 に 会 話 文 と ぃ っ て も 、 話 し の 目 的 、 内 容 、 会

話 の 行 わ れ た 環 境 に よ り 、  全 く 違 つ た も の に な る こ

と は 容 易 に 想 像 す る こ と が で き ま す 。  従つて会話文

を収集し、 デー タ ベース 化 す る に も 、  その利用目的

を十分考え、系統立てた収集を行う必要があります。

我々は自動翻訳電話の研究に利用する言語デー タ ベ

ー ス で あ る と ぃ う こ と か ら 、 や は り 電 話 で 行 う よ う

な 会 話 、 つ ま り あ る 明 確 な 日 的 を も っ て い る 会 話 を

対 象 に 収 集 す る こ と に し て ぃ ま す 。

2 章 で 、 会 話 文 は 省 略 、 意 図 、 敬 語 な ど の 表 現 に

特 徴 が あ る と 述 べ ま し た 。  しかし同じ会話でもその

内 容 や 環 境 に よ っ て こ れ ら の 特 徴 が 異 な る こ と が 子

想 さ れ ま す 。  た と え ば 、  会話の相手が目上なのかど

う か 、  難 し ぃ 間 柄 か ど う か で 敬 語 は だ ぃ ぶ 異 な っ て

く る で し ょ う 。 ま た 、 単 な る 間 い 合 わ せ な の か 、 そ

れ と も 何 か を 要 求 す る の か に よ っ て 、  敬語だけでな

く 意 図 の 表 現 法 な ど も 異 な っ て く る か も し れ ま せ ん 。

逆 に 、 「 会 議 に 関 す る 会 話 」 、 「旅 行 に 関 す る 会 話 」 な

ど分野を違えた場合、 使 わ れ る 単 語 は 異 な っ て も こ

の 表 現 は あ ま り 違 わ な ぃ の で は な ぃ か と 予 想 さ れ ま

す。 従 つ て 分 野 は 余 り 広 げ ず 、  むしろ種々の会話を

集 め て お く こ と が 重 要 で あ る と 考 え て ぃ ま す 。

一方、 そ も そ も な ぜ 話 し 言 葉 と 書 き 言 葉 は 違 つ て

い る の で し ょ う 。 ま た そ の 違 い は ど の 程 度 な の で し

ょ う 。 同 じ 話 し 言 葉 で も 演 説 や ス ピーチ は 会 話 と は

だ ぃ ぶ 違 う よ う な 気 が し ま す 。 逆 に 手 紙 は 書 き 言 葉

ですが、 通 信 を す る と ぃ う 観 1 点 か ら は 会 話 と 似 て い

表 1 収 集 対 象 の テ キ ス ト r 1 J1,l集対象



るかも1i、llれません。 こ の よ う  に考'え る と 会 ,1 1l文の'-ll
微 を よ り 通 f '商l-に抽らえるためには、 ス ヒーチ や f 時1111

や,11-物なととの比中交、 分イ11をir う こ と が や は り 1f 要

だ と ,  iえます。 こ の 観 点 か ら , -,.11デー タ ベー ス に も

これらの文をある不'f1 度 収 集 し て お く こ と に し ま し た 。

以. l _の こ と か ら 、 現 在 は 表 1 の よ う な 文 を 収 イ及す

る f -定 に し て ぃ ま す 〔 2 〕 。 な お、 以 後 で は こ れ ら の

文 を 総 称 し て テ キ ス ト と 呼 ぶ こ と に し ま す 。

会 1:文の収i1,:_方法も色々な方法力 ?・まぇ ら れ ま す 。

実 除 の 電・,1の会M1,を 収f .表できれば , 番J1い の で す が 、

J通信の 、'」二秘 と ぃ う 法f 11. l -.の間1選があり、 これはイ、1 ,1

能 て す 。  こ の た め、現イ1.は シ ュ ミ レ ー シ ョ ン に よ る

電,1 1i会,111 と キーホー ド会,1 t1,を 収 集 し て い ま す 〔 1 〕 。

な お、 2 和 こf出,1&した会,1 1「1の 例 も こ の シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン で 収 算,し た も の で す 。

4 言 語 デ ー タ ベ ー スの事前分析と検索

テ キ ス ト を あ ら か じ ,,,')あ る 11',1 度 分 析 し て お く こ と

に よ り 、 3事_で述べたような文の持つ色々な特微を

効率的に, i,111テー タ へ、、一 ス か ら 取 り 出 すこ と が て き

る よ う に な り ま す 。 こ の た め 、 . 1 見1i- テキストをf网々

の 11 f に 分 解 し ( こ れ を 月?態 i,1解 析 と 呼 び ま す ) 、  そ

の 品 n・j名や活用のある 、中- ;111'であればその活用形など

を 付'j- してテ ータ ベー ス内に解内してぃます。 図 1

にその例を J、します。 またテキストに文、1 ,Jtの 英 文 が

存 在 す る も の は 、  その多11文への1,i応関係を.投定 し て

い ま す 。 こ の よ う な '11 前 分 析 を 行 つ て お く こ と に よ

り 、 ; ,.11 テータ ペースから不11々の情1 l1lをかなり効率

的 に 取 り 出 す こ と か で き ま す 。 例 え ば 、 11111al11、をi l-,
定して検索する j1-f 態 素 検 索 プ ロ グ ラ ム に よ り 、 〔 例 3 〕

の よ う な 検 索 を 行 う こ と か で き ま す 〔 3 〕 。

し

111 _ い

1 )

で す

が

図 1 形 態 素 の 解 析

現 在i定々はもっと効率l'jな検要,、'が で き る よ う 、  '1,

前にさらに,;f'細な分析をィ J つ て お く こ と を 考 え て ぃ

ます。すなゎち、文を文節に分解し、文節l11」の係り

受け、動,1・1 と の 相・3係などの分4f 1 を 行 つ て お き ま す 。

ま た 、  11木11と多i.11の文、1応も 、 文同l:の対応だけて

な く も っ と 細 か な レ ベ ル て の11、1 応 、 例 え ば 、  l1木文

の 文 節 と リ:- 文 の フ レー ズとのタ、1応、 単 ,1i11,jl -の1l1応

な ど を 付 け て お き ま す 。  このような分析を'l 1 っ て お

く こ と に よ り 、 例 え は 〔 例 1 〕 の よ う な 検 索 を ィ 1 う

こ と か 可 能 と な り ま す 。 ま た i各関係の統, - 1- 1,1:を .,i、め

れ ば 、  2 'fてjAぺ た よ う に l'f 11 ;・111、fi?な ど に 応 用 す る

こ と も 可 能 と な り ま す 。

〔 例 3 〕  形態?,を指 Lし ,た検t?、-
〔検索したぃ内?;〕

動・・1+終 動・,11 「 か J (1i11 間 、 依 頼 な と を 」 す ) の バ タ

一 ン が f、 際 の 文 て ど の よ う な 表 現 に な っ て ぃ る か を

調ぺたぃ。

〔検-1、- 方1_i:〕

動・・1と,冬動・ ,1 「か」のl1 lJに2つ以l、の形態表をはさ

ん だ ハ タ ー ンを検索します。

次 の よ う に コ マ ン ト の 指・Lを行います。

「nput D a t a > > m、,十 * < 3 十 か f p

こ こ て 、 1、線部かュー ザ の 入 力 す る コ マ ン ド て 、  ま

た谷.已号は以l、の意味です。

m、 :木動・n1

* < 3 : 2個以トのイ1l,;i、の形11111?,の 、1t1び
かfp 終 助 ,1,1 「 か 」

〔検索'1',111 〕

111、作 が  1文した以下のようなパタ ー ンが出力されま

す。

l1) 発1ii、な さ ぃ ま す か ?

1TEM:本動 f;-1 li段 連用

ITEM: 動動;1司 - -  差'スl l

ITEM ' 終動,, 11 - - --
l2) 何時ヒfl終わる-「,定ですか '1

ITEM:本動,,司 fi.段 ,重fl i
ITEM: 、1f1 名,11:1 -- -

ITEM: 動動.司 -- 終 l 1.

ITEM: 終動,; ;1J -- --

なさし

ます

か

終 わ る

子定

です

か
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〔1見明〕 こ れ か ら 、

l11: 「 す る 」 の ,、事 般 語 「な さ る 」 + 1 'し'を表す助動

1,11 「ま す 」 + 「 か 」

l21: 木動,1,i1 「 終 わ る」 +アスヘクトを表す名,1,i1

「 f 定 」+「 だ 」 の 1 章 語 「 で す 」+ 「 か 」

な ど の ハ タ ー ン が 存 在 す る こ と 力'わ か り ま す 。 こ の

よ う な パ タ ー ンの 11・J査をもとに、必要な文法期11Jを

作 成 す る こ と が で き ま す 。  また、 こ の よ う な 品 ,1,i1の

接続状態の続計1,1:を求めれば、 これから確率的な文

法 を 作 る こ と も で き ま す 。

〔例 1 〕格関係などを利用した検索

〔検索したぃ内容〕

「教えて1次しぃ」の, 11 い 方 に ど の よ う な パ タ ー ンがあ

るのか。 またl l的 1 i に ど の よ う な 単 語 が く る の か.
さらに英語での表現の連いを検',1111 したぃ。

〔検索結果〕

お名前を 教えてぃただけますか

Give me your name , please

取引銀行とl1座番号を 教えてぃただけますか

Please te11me 、,our bank and

accout number

参加の手続きについて お教え原f1い ま す で し ょ う か

How do I register?

中し込みの方法を 教 え て く だ さ ぃ

Could you gi、,e me how I can appIy?

〔,1、11し 明〕

以1:の結果から、以1、 の よ う な こ と が 分 か り ま す 。

(11 1 -',li1 を表すのに、 ll本11では 「 ー ド さ ぃ 」 、「…・

い た だ け ま す か 」  など手重々のバタ ー ン が あ る 。

リ1- 語にも 「Please一」、「Could you -・ 」 な ど パ タ

ー ン が あ る が 、  何 も 付 け な ぃ 場 合 も あ り 、  こ こ

での例では両者の間にあまり 1設 ,L1な対応はみら

れなぃ。

l21 「教える 」 の l 1 的 語 に は 、 「 名 前 」 な ど の u 通名

1111の他に、「参・加の-i- 続 き 」 、 「 中 し 込 み の 方 法 」

などのような(サ変名,1,i1) +1格 動 ,,il「 の 」 l 十 「 方

法 、 手 続 き 」 な ど の も の が あ る 。 前 者 の 場 合 、

「te l lme, give me 十( l 1的語)」  と 訳 せ ば よ ぃ が

後者の場合は「teI lme 十 how-・ 」 や 、 「How do I

- ? 」 の よ う な f ff間文に訳す必要がある。

( 注 )  1 1 は 省 略 可 能 て あ る こ と を ,1-、す.

5 お わ り に

1:f i デー タ ベー スについて 11:.1'1介 し ま し た 。  こ の よ

うな,i11デー タ ベー スの必要性はノ'、- ま で も 認 111独され

て は ぃ た の て す が 、  l1木,11tの、 特に会,11 文のものは

ほ と ん ど 作 成 さ れ て ぃ ま せ ん て し た 。 ま た こ の よ う

な デー タへ一 スを真にイf用なものとするには、 か な

り多111-の も の を 集 め て お く 必 要 が あ り ま す 。  i定- 々は

そ の 構 染 を 始 め た と こ ろ て す が 、.1l )・,1終的には最f氏100

Jj ,i'i不:,1度のものにする必要があると考えてぃます。

方テ ー タ .l li-か こ の よ う に 多 11tに な る と 、  そ の 品

質の特理や、 イ請内や検索の効率化などの;、理システ

ムの性能か l11i題になります。現在、前.「i1こ つ い て は

事前分11i1111'業 の 品 質 行 理 の 強 化 を 行 う と と も に 、 会

1「i文 は シ ミ ュ レー シ ョ ン で 収 集 し て ぃ る た め 、 ど う す

れは現実に通:い会,,liが1'fられるかを_ l ;大していると

こ ろ て す 〔 4 〕 。

後名にっい て は 、  そのテー タを効率的に特理し 、

使 い や す ぃ 検 索 機 能 を 提 供 す る こ と を l 1 的 と し た , - 11

,11'1テ ー タ -へ、一ス統合特f l11 シ ス テ ム にっい て 開 発 を 進

め て い ま す 。  これらの,111:細にっい て は ま た 別 途 ご 紹

介したぃと是l、います。
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青 声 の 細 人 差 の 克 服 を め ざ して
一話 者 適 応 の 研 究 一

ATRl1動話ii ,1t電語研究所

1f ,1'・1 l'fi1l出理研究室

鹿 野 清 宏

1 は じ め に

l' l 動 111 ,l1,Je電 11を実現するには、 述続発1 l ; さ れ た 大

:1i集 ,11-1 1,、 そ れ も 、  イ、1 11定多数の人のt','声を ,11i,11?す

る技f,llrを石'確l二立する必要があります。 ,'',-,1 l 認 ,1i表技術の

こ の よ う な1lt要i,1的 向. 1 -.を l l -fliし て 、ATR1'1動器ii 11:,u.

,,,「'f1f究所ては、 手,f々 の ア ブ ロ ーチ を と っ て ぃ ま す 。

特定.1f 1 者の大.11'?3生続l , 1,i,1,a ;細 こ つ い て 、  続 計 的

モ デ ル ( I fldden Morkovモテル)〔1〕、イ中手投.1'' lil1結f4モ

デ ル ( N e u r a l N e t w o r k ) 〔 2 〕 、 特 微 ペ ー ス の ア ブ

ローチ(Spectrogram Readmg ア ブ ローチ ) 〔 3 〕 '1t
のfl11究を 1「,',力的に進めてぉり 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン ク

に 基 つ く 従 来 手 法 よ り も 高 い 認 ,111&結 果 が11iら れ 始 め

て い ま す 。

ま た 、  イ、持定mf一名f'l-声・,9、,i&にっい て 、  ,1,「 f 加心を

ィ」う 1111 々 の ア ル コ リ ス ム の 検ぃ、1を行つてぃます。 Mf-
者通応とは、 ,, 声 認 ,1',改装 11fi等のシステムの性能、 技

能 の 向 l _ をii成 す る た め 、 ,1 11 .i'1の個人差に対応して

シ ス テ ム パ ラ メ ー タ を 変 化 さ せ る こ と で す 。

人間かf1'声を認,義k す る と き 、  数高 tlf1の基iい高'声を

1l111 く こ と に よ り 、 f ,1i-者へ の 通 応 が 行 わ れ る と ぃ う 報

1'1- もあります〔4〕。人間の持つ能力には及ひません

か 、  私 ど も て 進 め て ぃ る ,1 f者通1応を用いた,f1特定,:11

者 ,:f声認ni社の研究について紹介します。

2 ベ ク ト ル 量 子 化 に よ る 話 者 適 応

こ こ で は 、  ヘ ク ト ル 最一 f 化 を 用 い た イ、特定 ,,1f一者富

声 認,111表に対する,111者通応にっいて系 J介します。

図 1 に 、 り i 女 _ -. 人 が 単,11〔Koonyuu(1l1速t入 ) 〕 を 発

声 し た 場 合 の i1'j11渡Jf1およひ用渡数分析されたスぺ

ク ト ル 包 if f持 ( 以 後 1 l 1-に ス ぺ ク ト ル と , 1 う ) 列 を ノJ、し

ます。 同じ単,11lの発1 1'に も か か わ ら す、 111- )11渡 形 、

ス ぺ ク  ト ル 列 と も 、  た ぃ そ う 異 な っ て ぃ る こ と が わ

か り ま す 。 こ の よ う な 1'f声を同し単 ,; 'J' と 認,11hするに

は 、 イ 可 ら か の 正 規 化 ( 通 応 化 ) の 技f l rが 必 要 と な り

ます。人の J l , は 、  人の1差f 1 つ き か 違 う よ う に 、  一「一差力

別てす。 1,,11は、 ,1 l 構 - 1 1 の 中 ・ fr率'、11-の 発 f 1 :械f l￥1 を

11f l i動して生成されるのて、 1,iイ i の よ う に 身 体 的 特 徴

か 似 て ぃ な ぃ 限 り 、 述 つ て き ま す 。  また、 1',-の 変 化

の さ せ 方 、  イ ン ト ネ ー シ ーョ ン 、 間 の 11f ' き方'ffの発 J l ,

方 法 の 差 に よ っ て も 連 つ て き ま す 。

し た か っ て 、  イ、持定.1:一名の,t1 , を・11i,i?す る に は 、

少 な く と も 次 の . つ の 正 f、1i化のl1l11理を解1大-す る 必 要

か あ り ま す 。

(1) 発,l 1機t品の差に対する11 1f、見 化 ( ス べ ク ト ル の

l l J、見化)

(2) 発 J 1 リJ 、法の考iに文、1する1 l - M ヒ

イ間人の違いをll及収する最も単1f ,11な手法は、 発,l 者

1lif-の単,1 'r高'声を登;f,表しておき、 人 力 l f j 1 l と 1ftf 1l1 l f,l,

と のパタ ーン マ 、ノ チ ン グ に よ り 認,f?する手法です。

この手法は者1制 l i- 服1,1および処理l11が 大 き く な る た

め 、 1111象 ''集 数 が 少 な ぃ と き に の み ni能です。

また、 .11一者の正規化の l111題を、 ス べ ク ト ル 空 間 の

あるif i の 線 形 変 換 に ,11l1-f i さ せ る f Jt究 が な さ れ て ぃ ま

す が 、  変 換 が た ぃ そ う 複 雑 な た め に 満 是 す べ き 結 果

が 得 ら れ て ぃ ま せ ん 。

il111i1ll:、 苫:者 等 が 提 案 し た ベ ク ト ル 1 f 1: 」'化 を 用 い た

:1「ili'1通応の手法について、 111'1介します〔5〕。

発,1'者の普f' ス ぺ ク ト ル は 、  発 J l;者f ff に 最 も 通 し

た選ひ方をした256個不 ,1 度 の ス ぺ ク  ト ルilf・で本l'波よ

く 近 似 で き る こ と が 知 ら れ て ぃ ま す 。 こ の よ う に ス

ぺ ク ト ル 空 間 を 2 5 6 個 程 度 の ス ぺ ク ト ル ( 各 ス ぺ ク

ト ル に 番 号 を 付,1 j- し、 こ れ ら の ス ぺ ク ト ル 集 合 を 符
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-11ili数'' 前

図1単語音声/Koonyuu(購入)/の音声波形とスべクトル列

l a 1 発 P 者  lb1 1 c1標準證者
( 男 性 )  ( 女 性 )

_
正 規 化

図2単語音声/Koonyuu (購入)/のぺクトル量子化による正規化の例

_
正 規 化

図3セパレー トベクトル量子化による正規化の例(/Koonyuu(購入)/)

a1発声者 b 1 c1発声者
(男性) 1女性)

_
正規化

図4 ファジィべクトル量子化による正規化の例(/Koonyuu(購入)/)

tjH 限 と 呼 ぶ )  で 効 率 よ く 表 現 す る こ と

を べ ク ト ル 1,t子化 (各時刻の「fの大き

さを有限数イ間のレベルで近似するス力

ラ一111_ 子化に対して、 有限数個の1 1 J l i

1度形又はスぺクトルて近似することを

1 う )  と呼びます。発声者の1f11,の ス

ぺ ク ト ル 列 は 、 符 号lは;中 の ス ぺ ク ト ル

の 番 号 列 と し て 表 わ す こ と か で き ま す 。

そ こ で 、  ,1,高者通応の間題を、 標 準 -,高- 者
の符号中長と発J l,-者 の 符 i j111i-i と の 開 の .1l、1

応関係を求める間1連に1n1-持 さ せ る こ と

を考えます。

t11-号 帳 の ,l 1l体的作成方法にっい て は

「 i間各しますが、 ま す 、 1l,1 1fl ilfi.「iの符号

中1iを「・ め 用.1、しておきます。100単語不','
度の発 J l'で 、 ほ と ん ど の ス ぺ ク ト ル が

出現しますので、発 J1- 1'1 に1001 l 1_,11iを発

声させ、発 1r 11l者に最も通した256個のス

ぺ ク ト ル1ti力、ら成る11'11 ,j -l111iを作成しま

す 。 つ ぎ に 、  操準語者と発声者が同じ

11i,111に つ い て 発 し た 1ff ,1 , ス ぺ ク ト ル 列

を動的 11i画11:iによる時間中出仲縮マッチ

ン グ ( D y n a m lc Tme Warpmg ) を

用 い て 、  画 者 の ス ぺ ク ト ル 間 の 対 応 つ

けを行います。100単語すべてについて

1l、1応関係を求め、発J1 -者 の 各 ス ぺ ク ト

ル に111、1応する標準.,? ?-の ス ぺ ク  ト ル の

1城渡分布を来め、 この分布に基つくあ

る 1l l1l の 平 均 操 作 に よ り 、  文,j応するi.差'1準

11,高一者のスぺクトルを 、1:;,1定します。 こ の

ス ぺ ク  トルで発1,1'者の符号中長内のスぺ

ク ト ル を ;1 f iき換えます。このような手

順 を 数 回 繰 り 返 し ま す 。  こ れ に よ り 、

発声者と標準語一名-それそれの符・ilt1-iの

中 の ス ぺ ク  ト ル の 間 に .1l、1応つけがなさ

れ ま す 。 図 2 に 単 ,1,f i許,l,-/koonyuu(長15
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入)/のベク トル1111 f 化 に よ る l 1 - 現化の例を ノ」、します。

そ こ で 、  この手法を利用して1f 声・111、,-1h人 験 を 行 い ま

した。122f間の?in・ る 11',1111を合むりし,; f1の文章:を単 ,1件11t

に 区 切 つ て 発,l ,した場合、 従来の方法ては 18 . 1 % の

111 111i111i,識率が80.9%まで向1 _ し ま し た。

3 話 者 適 応 ア ル ゴ リ ズ ム の 高 度 化

l f j 1;の 特 徴 バ ラ メ ー タ と し て は 木 来 、  ス べ ク ト ル

お よ ひ ハ ' ワ 一 力'含 ま れ ま す 。  し か し な が ら 、  前節の

1l1一者通 J心アルコ'リ ズ ム の 場 合 、  -個 のn- 号中1・しか用

い な ぃ た め 、  元の信号と処理後の信号とのイ・で あ る

f i を l -分 小 さ く て き ま せ ん 。 そ こ で 、  ス ぺ ク ト ル と

パ ワーに大、」し、 別々にi:j t J111i i を 用 意 す る セ パ レ ー ト

ベ ク ト ル 1l1 : f 化 を 考 え る こ と に し ま し た 〔 6 〕 。

セ パ レ ー ト ぺ 、ク ト ル 1 ll f 化 に よ り f i が さ ら に 3 9 . ))

%、11d,:少 で き ま し た 。 図 3 に 単 f','f 11'/ k o o n y u u ( 1l1,?

入) /の セ パ レ ー ト ぺ ク ト ル 1 l lfイ111によるl l J、見化の例

を ノ1、します。(a)は発声者 C 川 生 ) の ス べ ク ト ル 列 、

(c1は機、111,.i一 者 (111:・l1 ) の ス べ ク ト ル 列 、 (b)は正概化

処理後のスへ:クトル列です。 こ の 例 か ら も 11J高'部の

リ用:フ ォ ル マ ン ト 川 渡 数 ( ス ぺ ク ト ル の l l 、-iii用渡数)

が、イ,考'、,1l-.,11fi ?の?性 の フ ォ ル マ ン ト 用 渡 数 に通_ く な

っ て い る こ と が わ か り ま す 。  さ ら に 、 i、性3名の発

J l し た 1 0 0 単.f tを用いて、l li.f1清'1'・,程f識実験を行いま

した。 9 2 . 8 % の 単 ;11i認,fk率が得られ、 前節の手法よ

り も 1 . 111%高 い 単 ;;11:i1,'i?率 が11、1ら れ ま し た 。

l . l_1のセパレ ー トベクトル:11t- f化による手1_1l を 用

い て も 、  ま だ l l・ f 化 f、を被ります。256程度のスぺク

ト ル 、  パ ワーの対応つけで複名l1な変換を,,i 述 す る と

い う 考 え 方 を く ず さ な ぃ て 、 ベ ク ト ル 1ll f 化 'f1を減

少 さ せ る た め に 見 い 出 し た の が 、  フ ァ ジ ィ へ ク ト ル

1 l 1- f 化 の 考 え 方 で す 〔 7 〕 。 フ ァ ジ ィ へ ク ト ル は 、  高-
声 ス べ ク ト ル の l li. f化を標イf-・,1,「者の符-tj1l1長中のスぺ

クトルの系集形系'1 合 で 表 現 す る こ と に よ り 、 1f1を さ ら

に 小 さ く で き ま す 。 つ ま り 、  高'1l; ス ぺ ク ト ル に通_ い
数 個 の ス ぺ ク ト ル を f「tMjt,の 中 か ら 見 付 け 、 iliさ の

度 合 い  ( フ ァ ジ ィ 度 )  て , f 1 み 付 け す る こ と に よ り 、

l、f声スへ ク ト ル をii似 し ま す 。  このときの線J l,i;1,、,'1合

の ,甲,み ( フ ァ ジ ィ 度 )  も、 フ ァ ジ ィ ぺ ク ト ル 1 ;1. f 化

の 理.1金により計算できます。 こ の フ ァ ン イ へ ク ト ル

1 l;- f - 化 を 用 い る こ と に よ り 、 ベ ク ト ル 111_1'化f iをセ

ハ レ ー ト べ ク ト ル.11 l- f化 にiヒぺてさらに13.、一)%減少

さ せ る こ と が て き ま し た 。  こ の 場 合 、  品l1次的に・,f-f -
通応 処 理 後 の ス ぺ ク ト ル 1:、 も9 . 7%i成少します。図1

に 単 語 l'l ,1,・1( 〇 0nyuu(1;1,t人 ) , ' の フ ァ・イ べ ク ト ル 1f 1

f 化 に よ る 正 JMヒの例を ノJ、: し ま す 。 図 3 と 同,111・に 、

(a)は発 J l' f  ( リ 川,) の ス ぺ ク ト ル ク l1、(c )は接'1,1l :,, 11--1'1

(/文,l 1 ) の ス べ ク ト ル 列 、  ( b )は l l規化処理後のスぺク

ト ル 列 で す 。 セ ハ 'レ ー ト ベ ク ト ル 111. fイヒの 処 理 に _Lヒ

へて スべク ト ル の 過 度 部 J jの連系v,し性 に 優 れ て ぃ る こ

と が わ か り ま す 。  こ の フ ァ シ ィ べ ク ト ル 1l1:fイヒに よ

り 、  41J 、1f 川t-11の「t- i j1llii内の文、1;,t、 す る ス ぺ ク ト ル を 求

め る の に 要 す る 1:「 1111..11のf同数も約、t' 分  C-) 0111.・1l)
11: f11i1l,に 減 ら す こ と が で き る 見 通 し が つ い て ぃ ま す 。

4 声質変換への適用

現 在 の 11'声応答システムでは、 あ ら か じ め シ ス テ

ムに持えられた「f素J'; の系i舞1要iにより応?キl'1'声か作ら

れ て ぃ ま す 。  「1動細,-ft,ll ,;,「 で は 、  発声行l:l身の,1,ら

しぃ合成 ,・', か?「まれます。 つ ま リ 、  発声?が l l 木,,111

を 向f - し、 それを :美,1f lに技械議i1,J、し 、 発声者l' l身の,,-
素1i' を 用 い て 1i,11.語 ,ff J11を 合 成 し て 出 力 す る こ と が : 1'1l

ま れ ま す 。  そこ て 、  41M'二.,111者 に よ る 多?,:fl「i声 か ら、

発11, f の l f ,1,への声質変換のi支fll fが必要となります。

ベ ク ト ル 111: 1 イヒに よ る ,1 l1一者通応の手法は、 声質変

換 に も 通1心可能です。セパレ ー ト ベ ク ト ル _ 1 l;. f-化の

ス ぺ ク ト ル と 、 パ ワーに文、1する2つの符号帳に、 さ

ら に 、 声 の 高 さ を 表 す ビ ノ チ のft ,J1 限 を 加 え る こ と

に よ り 、 ,'f声を合成するものです。この手法をリi J l 'か

ら 女- J11への,1,質の変換と、リi,1, l田のfl ,-質の変換に通用

しました〔8〕。その結果、リi J l , の J l '質 か 女 j l 'の J l '質 に

ほ ぼ 完 全 に 変 換 で き ま し た 。  こ れ に よ り 、 ベ ク ト ル
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l 1,: 」'化 に よ る向?者通応のアブロ ーチ が1、tli変 換 に も

有 効 で あ る こ と が わ か り ま し た 。 現 在 、  フ ァ ン イ べ

ク ト ル 111 fイヒによる1'f j 1'品 質 の 向 l :、 ピ ッチ''1・の1'1二

1原情様の変換の構,書、化 ''1, の 研 究 を 続 け て ぃ ま す 。

5 む す び

' i fJl究所て現在進めてぃる,活名通応、 11;-質変換の

fJf 究 にっい て 11 '' J介 し ま し た 。 ぺ ク ト ル 1 l;:fイ11:に よ る

1f1者通応の 一f法を 、 セパレー ト ぺ. ク ト ル l,i1 f - 化 、  フ

ァ ジ ィ ぺ ク ト ル 11i1 1 化まで拡lli す る こ と に よ っ て lf

)1,認 ,11k率を1lt要,li:的 に 改i手 す る こ と か て き ま し た 。  こ

の.1i者迪応の手、,_i、1は、 、''1研究所て現在11J「究されてぃ

るHidden  M a r k o、, モ デ ル 、 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム '特 徴

に よ る 出,'11,11i.1?エ キ ス バ ー ト シ ス テ ム 、 ニ ュ ー ラ ル

ネ 、ノ ト ヮー ク に よ る 1'',1離認面kシステムの前処理とし

てイf効てす。 さ ら に 、  この丁 、1」は、 声 質 変 換 に も 通

用 て き ま す 。'1、後、この手法をイ、特定 ;11f1 .r, 行声・.起、,,?、

f同人の声質変換をi、i- っ た1、ilill」合 成 シ ス テ ムへの 通 用

にまて発1i追させてぃく J'定てす。 また、 大,1'1集,座続

l'1',1 ,認,f転にっいてもィ,J「究中ですか、 こ れ にっい て は

1,1「究の進i歩をみて、 また別の機会に1l,f i介します。
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音 声、ス ぺ ク  ト ロ グ ラ ム 上 の 音 響 持 機 を
月3 い た 音 声 認 讀

ATR視可忠'i 搬 構 研 究 所

1確覚研究室

片 桐  滋

1 は じ め に

i,f さ ん の 中 に は 、  人間の ,'f,1,を間き分ける装11fi、

つ ま り ,f,1',.1i,i?装11fiが す で に 出 回 つ て ぃ る こ と を ご

イf - じ の 方 も 多 い て し ょ う 。  そ し て ま た 、  こ れ ら の 装

11f か 、  人間の , f'1 1 間 き 取 り 能 力 に お よ そ 及 ば な ぃ と

お1選業しの方も多いことでしょう。人1111と機期成の円i・1'1

な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ っ て 支 え ら れ る 高 度1、1'1 i.1i

-11i.会を実現するためには、 こ れ ら の , i - 声 認,識装1,f,'も、

現 在 の も の よ リ も 通 か に 機-れ た も の 、  , ,い i tえれば、

人 間 の 能 力 に も っ と,i1111:付いたものになること力、气_iま
れ て ぃ る の て す 。

ATRi見1總覚'機構f月:究所ては、 人l田の能力に近いf ,
1i1,1111111111:11ii11f1の実現に真南大すぺく 、 l f 声 ,1iflii,に 関 す る

基li11111 l11f究をj建め て ぃ ま す 。 こ の 11i. '1・は、 こ う し た 基

確l,Jt究 の  - 部を新11i介するものです。 ここでご系,'i介す

るfJt究では、 l f f 1 , ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ と

呼ばれる了法に関する人間の能力のモデル化にfli点

が 合 わ せ ら れ て ぃ ま す 。  このff「究は、 人 l1の ,'1- J1 .き、

;1私研究に1ムく取り入れられてぃる確率モデル等を用

い た 研 究 と は 異 な る ア プ ロ ーチ か ら、選1,め て ぃ る も の

です。

以1、では、 2章iにおぃて1'1' j l ス ぺ ク

ト ロ グ ラ ム リ ーディングとはイ可かを.111t
明し、 3 , か ら 111 ,i;:におぃて、'f1 ?らが現イ1.

進めてぃるfJ1-究の概要を系fi介します。

2 音声スぺクトログラムリー デ 'ィング

図1は、/o m o sh l r o 1 / と ぃ う 単 ,;11

f1')1'の「f ,l 1 ス ぺ ク ト 口 グ ラ ム の 例 を ノJ、

してぃます。 11 1 1 1 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム は 、

和fi中由を時開中出、組中出を川渡数中由とした

、l 面 l -_に 、  各時間 -用渡数におけるェ ネ ル ギーの 強

さを1農淡によって表現した 1'1,1 ,の視覚的表現法の1

つです。これは、俗に声絞と呼ばれるこ と が あ り ま す 。

こ の l',' 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム を 1 l で 見 る こ と に よ っ

て発)1'内容を.売み取る手法か、 1',-,1' ス ぺ ク ト ロ グ ラ

ム リ ーデ ィ ン グ で す 。  l'f,1,ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ

ィ ン グ は 、  lf,11 ス べ ク ト ロ グ ラ ム 上 の1.l.'- く1農い器状

の部分で表さfしる , f11特微や、11本,1用古1有の, , ,11i的特

徴等、 ,' f声に関する様々な性fiを 用 い て 行 わ れ ま す 。

.売 f の i f さ ん も 、  ,川系u、次第で、 一月常に正確にff声を

itみ 取 る こ と が 出 来 る よ う に な り ま す 。 こ の , 川 'l11、は 、

学校で外l 1,1.11を字ふようなものですか、 J1和1 に よ っ

て そ う し た.f i み 取 り 能 力 を 身 に 付 け る こ と が て き る

人開の能力は驚 くべきものです。

さ て 、  11'声 111 l111ll装 1f iの究本1fiのモデルは人間の11'J ・

間 き 取 り 能 力 に あ る と ぃ っ て よ ぃ て し ょ う 。 こ の 点

か ら す る と 、  '1t名'らの石形tの 関 心 も 4 に よ る l'f f l , 間

き 取 り 能 力 に 向 け ら れ る べ き で す 。  実 際 、  '1f f - ら の

研 ' Jもリーrても、 人間の ,'f声間き取り能力の解明をlli 將

した様々な111「究力'進 め ら れ て ぃ ま す 。  そ れ て は 、i可
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部1、 耳 と は 直 接 関 係 の 無 い l .1r J 1 ス ぺ ク  ト ロ グ ラ ム リ

一 デ ィ ン グ の 研 究 が 行 わ れ て ぃ る の で し ょ う か 。 そ

そは、 -i'f f l'ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ の 方 が 、

11f 声 間 き 取 り に 比 べ 、  そ こ で 行 わ れ て ぃ る 人 間 の i基1

断の様子を分析するのに通かに通してぃるからです。

高;,i i ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ー デ ィ ン グ の こ う し た 特

長 を も う 少 し ,1 111 し く 見 て み ま し ょ う 。 管 さ ん は 、 「 面

l ' 1い語ですね」 と 言 わ れ た 時 、  ど の よ う に1f-が 分41i

さ れ た の か 、  ど う し て / o / の 次 に / m / が 間 こ え

る の か と ぃ っ た こ と を 意 ff & で き る で し ょ う か 。 私 達

が1fi l,を 間 き 取 る 時 、  」_iやf江iで行われるぃることを

意 11l1liすることはf-合ど不可能てす。 - 方、 1 ,'J 1 , ス ぺ ク

ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ て は 、 そ こ で 行 わ れ る 「f1断

の大部分は意 1認i的に行われます。これは、 j,:.に も 述

べ た よ う に 、 11一 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ か 、

外l 1 111fiの地強に似た,訓11東に基ついて行われるからで

す 。 こ こ て は 、 「 こ こ が こ う だ か ら f ,'械のf 表、補として

」 と い っ た 1 11 合 い に 、  ち ょ う ど 文 法 に 111 11 つ て 11i

1,''を 決 め る よ う に 、 11'の;1売み取りか進められます。

意 ,1i社されてぃる1 l1断内容は、 容以iに 表 現 す る こ と が

で き ま す 。 そ し て、 表 現 さ れ た 判 lおf内容は、「,'声認

識の rj重1力なモデルと して利用されるわけです。

人1'jの1it1'i間 き 取 り が 最 高 の モ デ ル だ と す れ ば 、

l'1'f l f ス ぺ ク ト 口 グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ は 、  ff声認識の

モ デ ル と し て は 確 か に 次 善 あ る ぃ は そ れ 以 ド の も の

です。 しかし、 lfの入l-lか]ifか ら l -1 に 変 わ っ た と は

い え 、  高 ' 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーテ' ィ ン グ に お け る

判断の進め方には、 青 声 間 き 取 り と 1 i ;,1f1の成は似通

っ た 部 分 も 期ilf されます。 この判断の様一f - を上b良1食的

簡 単 にf 選f lfて き る 書 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン

グの研究は、 次i年の策とはぃい な が ら 、  また極めて

強 力 な ア ブ ローチ で も あ る こ と が 理 解 い た だ け た も

の と l i:1、います。

3 音 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ー デ ィ  ング能力の分析

そ れ で は ぃ よ ぃ よ 、  筆 者 ら が 取 り 組 ん で ぃ る 研 究

にっいてご手1i介してぃきます。 lfil'ス ぺ ク  ト 口 グ ラ

ム リ ーデ ィ ン グ を lifi111 認;-??手 法 の モ デ ル と 考 え る た

め に は 、  ま す 、 優 れ た i f声 ス ぺ ク ト 口 グ ラ ム リ ーテ

ィ ン グ 能 力 の 分 析 を す る 必 要 か あ り ま す 。 と こ ろ が 、

こ れ ま て 、  l1本語に関する本格的な高二Jl, ス ぺ ク ト ロ

グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ の 11J「究は必すしも1一分には行わ

れ て ぃ ま せ ん で し た 。  そ こ で 、  '「f 者 ら は 、  多数の仲

開 と  jll1に 、  ,、1 ' 声 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーディングの1川

練 を 、  1年以1:にd11iつ て1li,み1fi-ね て き ま し た 。

さ て 、  こうした,調系1ll の 成 果 は ど う だ っ た で し ょ う

か。/o/、/m o/:、/sh l/とぃった111 ' f fの.,,tみ 取 り 能

力 や 、 /o  m o s h 1 / と ぃ う 11'を/o/や/m o / /sh 1,

の よ う に 区 分 化 す る 能 力 等 、  1'1'J l' ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム

リ ーデ ィ ン グ に お け る 最 も 基 木 的 な 能 力 を 分 析 し た

実験結果によれば、 J1'常に優れたi1二,1, ス ぺ ク ト ロ グ

ラ ム リ ーテ ィ ン グ 能 力 がi使'得 さ れ て ぃ る こ と が 明 ら

か に な り ま し た 〔 1 、2 〕 。

4 試行錯誤的な読み取り能力のモデルイヒ

1f1者 ら は 、 ? ? 1 _の1-11 ) 1'ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ

ング能力の分析を基に、 そ の モ デ ル 化 の 試 み も 行 つ

てぃます。 こ の モ デ ル 化 で 大 事 な こ と は 、  高- J ', ス ぺ

ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ に お け る 試 行 11111111' 的 な 判

断の進め方をモデルに反l l央することにあります。

それでは、 試行多-持1製''的な判断とはどのようなもの

で し ょ う か 。 普 ) 1' ス ぺ ク ト 口 グ ラ ム の 濃 淡 が 全 く 同

じ で あ っ て も 、  青 響 特 微 で あ る と 考 え る べ き 時 と そ

う で な ぃ 時 と が あ り ま す 。 こ の よ う な 判 断 で は 、 注
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図3

試行錯誤的音響特徴抽出によっ

て 得 ら れ た ビ ッ チ 周 波 数 の 例
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試行第議 11l理に入る請のピッチ用演數の 9t 111

試 行 銷 誤 処 理 前 の 結 果

一 試行 111 議 11l理l1111l i二 ピッチ馬演數のl1ll1l-

スぺクトル要ll1 短時間パり 一

l l し て ぃ る 点 の 付 近 の 状 l; iに1ムく 1 lを向け、「 も し こ

れ か , ' o , の 1 「 l' 特 微 で あ る と す れ は 、  」 と ぃ っ

た三i合いに、 考え111るイ.f、々 な場合を想定しr、::つしっ

ま合わせをする必要か生します。 , f t1 1 1111,,,'的な「11lijl

と は 、  こ の よ う に 迷 い な が ら あ ら l 11)る ,;」能'l'l1をf「l か

め 、 最 ポ 'f 的 に l l . し ぃ 答 え に た と り ,l' l こ う と す る 网 l 11.1 i

の こ と で す 。.,,'し 1'1の-'1,? さ ん も、 ,' l 1 11スぺ、ク ト 1コグラ

ムの11il?、な,農,t11;ll1 を 見 て ぃ る と、 こ う し た ;??行t1,

,t',が実にl i fyイ、なものに1選集じられるものと .'9l、います。

こ の よ う な ,f、1 r111・f的な1 11に1i の 述 み i l - 合いを大現

す る た11;1、)、 'l 1?ら は、 l'f 111ス へ ク ト ロ グ ラ ム リ ーテ

ィ ン グ の モ デ ル のilf11,k と し て 図 2 に ノJ、す i) のをi本 用

し ま し た 。  図 中 、  ,',「1'当 i'tf究抽出部は1l'度ll木なli.'、l炎図で

あ る 1','1 l1スへクトログラムから11.1- い構状の1 f, fi1 :1'当、'i微

を抽出する過f','を、 ・111;11?部 は 抽 出 さ れ た , i'1111'?'1徴を

用 い て ,、f1,11や 単.11-'.i- の・a,11表を行う過不','を 、 更に常1111f

部はこの2つの過不',:の橋11i し を 行 う 部 分 を 表 わ し て

います。 3器llの特f i l f部は、 こ れ ま て の 大 部 分 の 1 ,
声.,i1.1 k シ ス テ ム に は 見 ら れ な か っ た も の て あ り 、  人

l111の ; f、行i11,;,' 的 な、网 1 本f「を模似するうえて不変な f 空割

を 果 た し ま す 。 つ ま り 、  l111,?1f部は、 考え1 」'る1 l - 11 11や

,'「11料i微 の 仮.見を考慮しながら、.11111?部の11,';果にJ,l、

つ い た 1 ',- 11・11'オ、'111安抽出のや り 直 し や 、 新 た な  l「111当 '1 徽

を 用 い た 1n l、の.111J.:1k 11 を 線 り i k し 行 う わ け で す 。

図 2 の モ テ ル を 1 Mi 的 な ア ル コ リ ス ム と し て 動 f l -
さ せ る.式 み と し て、 'l',. f ら は 1''l -'1':1'オi微 の 抽 出 と f'l.11

の・.9J・1hとを J,111 rf11,f 、、的に'j、行する「 、1」、を,J、.みてぃま

す 〔 3 〕。この了1_iは、 1111l 11文的f1更和,.i と 呼1-,1れ る も の

の -つてす.
図 :11 は、 この,式1rt11・t?的 1「- 1_i か ら i'1られた l i- f11の

ヒ ソ チ川1度数のl例を・1、してぃます。 「 あ 一 い 一 う 一 」

の よ う な  J1, を出す時にnl,,、に 1111i1 つ て み る と 、  可,f、が1i1え

る こ と に お 気 付 き て し 1: う 。 この,iiえのl l ,l数かヒ 、ノ

チ川1;文を;tと呼はれる1',-i111考 '1,微 て あ り 、  f l ,の高さに文、1

1,t、してぃます。 図 3 ( a1の 1'1 ,1,1度月11て は、 ' 1 /と

( )  の 部 分 に 見 ら れ る :1l:1つた1度11i,の 1111捷り返しのl l , l ?'?

か 、  ほ ほ ヒ ノ チ 川1度故に文,1 1,t、 し て ぃ ま す 。 図 3 l b ) は

ケ フ ス ト ラ ム 分 析 と 呼 ば れ る 手1」:、によって1'」'ら れ た

ヒ ッチ;,',1 11u1,1の中1L11,11、て 、  これはまだ,f、行111-,i;・的処理

に 人 る 前 の も の て す 。  11l'f'力、1表えてぃなぃはすの,'k,
の 部 分 に も ヒ ソ チ川1度t・:1:1:)、.,1tめ ら れ、 ま た 、 ,'o/

の l .>(.11:J て は 3 的 所 に ヒ ノ チ開 1度教のイ、f更11,1,し点 が み ら

れ ま す 。  もしこのイ、,進l1,,,iな11,'1果かl l し ぃ も の7'、_ と す

れ は 、  図 3 ( a ) の l f j 1 ,を間いたl l i- 、 「 ブ チ ッ 」 と い う l ,
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か 間 こ え る は す て す 。  し か し 、  実 際 に は 、  こ の 1i は

極 め て き れ ぃ な,1 て す 。 図 3 ( b ) の 分4 J r結果かおかし

い の て す 。 図 3 ( c ) は 、  ,Jt行11111,i'的な処理を数l l,1繰り

返した場合の結果を ノJ、してぃます。 こ こ にノJ、さ れ た

ビ ッチJ,',1渡数の 1リL f,ffは、 / 1 / と/ o,/の 区 間 の み

に 、l1'1らかに現れてぃます。 こ の 結 果 は 、  図3(b1の111,'1

果 よ り 明 ら か に 正11l1:な も の と な っ て ぃ ま す 。

5 視 覚 的 音 響 特 徴 ラ ベ ル

1,,l, ス べ ク ト ロ グ ラ ム か ら 1n',l特微か正確にィ'1 ら

れ た も の と し ま す 。  このlf1'i特 微 を 用 い て 、  ど の よ

う に111111や 11,,111の.売 み 取 り か 進 め ら れ る の て し ょ う

か。 これ は 、 図 2 中 の 1,111識部に,イ. l、1,点を合わせた興味

1資、い研究.果 題 で す 。 ' l1:者 ら は 、  この石f「究を効率的に

進 め る た め 、  イ見覚的1fi1 ''特 徴 ラ ベ ル を J学入しました

〔 4 〕 。 図 1 は 、  l f 声 ス べ ク ト ロ グ ラ ム 上 に 記 さ れ た

税覚的言-1'11;特 徽 ラ ぺ ル の 例 を ,J -、してぃます。 視 覚 的

11'1基1特徴ラベルは、 図 が・j、すような多角11fてあり、

1f 11 , ス べ ク ト ロ ク ラ ム 1 _の '1,、く 1111い 部 分 を 取 り 11t1む

こ と に よ っ て 11ffi1に11''11'1t 」1 微を記述してぃます。

i見覚的1f1'事特徴ラベルの'、津 人 は 、  l f 声 ス ぺ ク  ト ロ

グ ラ ム リ ーディングの過不','を部分的に 1fl「究すること

を 可 能 に す る わ け て す か ら、 様々な j lfli1lのi iし率11みを

新 し く 考 え る こ と か で き ま す 。 実 除 、  '「, 名 ら は、 i見

覚 的 ,、1'i'11'持 徽 ラ へ ル を 用 い る こ と に よ っ て 、  出',11の

1i iなりの11 l1111flが ,'f i1 l 開'徴 の,1 1- 質に及ほす影'1:1'の 分ili

を 行 つ て き ま し た 〔 5 〕 。  実 験 は ま だ 多 く の 検;;、1'を必

要 と し ま す が 、 影'11半の解明に必要な手がかりが少し

つ つ 得 ら れ て い ま す 。

6 む す び

以1:、 1'1'11,- ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ と そ の

モテ°ル化をめざして、1'1研究所て進めてぃる1f声..ai.1&
石11究の - 部をi'1i介しました。 人間の ;式行 f111,a', 的 な 判

lif1の 進 め 方 が 、  こ れ ら の 研 究 て f- 要なノf「,if l1を果たし

て ぃ る こ と を ご 理 解 い た だ け た も の と.lu1、います。

/1、l」i 11・んに研究されてぃるf「1:率 モ テ ル に  j,1 -つ い た

1i,1,- ,1?t,11& -ll11lは 、  ,'1'1-1開'徴 の 統 ,1 1 的な変動を n及収す

る点で相iめて強力なものです。 しかし、 字 1 'や 通 応

の l1lJ1連を考' え ま す と 、  それらの手法も决して )j能て

はありません。' f f 者 ら は 、  こ こ て 111 ・'介 し た 人 開 の 能

力のモデル化の11J「究が、 li lll:率モデルに基つく i11「究了;

、,」、と相f商 い な が ら 、  月、手来の高11な11'11f ,;9、,;l& 手法の実

現にi、商大するものと考えてぃます。
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1 は じ め に

字商をfltん で ぃ る 人 l _術,l 1.の 間 で l:ll11に通イ, -1がて

きれば、(1)術J11_や ロ ケ ッ ト の イ:1:置 と 動 き を よ リ ll f'f:

にi已i111てきる、(2)通信符fj l'.を利用する地1開の通信

では必要なi11f ;i1 やi??fa 1の 数 を 少 な く て き る 、 l 3 ) い

つても地1 -_ と 」u求観測術ノ l lやイ」人' j-: 前 ス テ ー シ ョ ン

と の 間 で f 通 信 か で き る な と 、  地 l : や j - li1でのit気通

信 は も ち ろ ん の こ と 、 こ れ ら を 基l1 l11 と す る j ''l 1 1 l;l1究

も大きく進1itします。 こ の よ う な 衡 i l 開 通 信 は 現 在

マイクロ1度特を用いたものか米l l lのデー タ中11l、本 ?年ff11.

TDRS(Tracking and Data Relay Sate1l 1te)システ

ム と し て 開 発 さ れ て ぃ ま す 。 将 来 に l l を 向 け る と、

増 え る  - 方の術'l1- 通イ,;-,f,;'要、 i :'l1 1' flt期 体 の 増 加、 人

ffiの i-'前への本格的な進出などに fl'っ て 、  'i--l lfて扱

う へ き情根 1,11は 実 大 な も の に な る と i -1111、さ れ、 こ れ

に1'、j処できる新しぃ'1-:商 通11,; システムが 期1、1-されて

います。

ATR光電渡通信研究所では、 こ の よ う な 将 来 の'i '

li1通信を和.う 光 衡 l _.間通信技f率rの11f「究を行つてぃま

す。 街;l1」出の通信にレーザ 光 を 用 い る こ と に よ り 、

ATR光電渡J通信11J「究所

無線通信第- -研究室

荒 木 資 -
・il1_11f11の小型,lff 1l;.化 、  通信容1l1:のii'; 大 に 加 え 相 f f _「-渉
の 無 い 通 信 か 可 能 に な り ま す 。  しかしその実現には

多くの要素技術のl fl i発が必要となり 、 さ ら に l l .l内 は

も と よ り l 1:1際1111の11Jl究lffi力が大切になります。、11例

究所ては、1?か1 i .1のポテンシャルを 考1,1l1、に い れ て 図

1 に ノ」、1すような要素技術を取l -_け:ll1 究を進めてぃま

す 。  こ こ で は 、  光術,l1開通信で木質的に ,◆要な光ビ

一ム1Mf1收術を中心に、その間1独点、 ff「究の概要な

ど にっいて壽'・' i介します。

2 衛 星 間 通 信 に お け る 光 ビーム 制 御 技 術

光は1度上、.,.か1、111い の で 、 li、か ら な ぃ で -il-常に述くま

て 11 l l く 光 ビーム を 小 さ な ア ン テ ナ で f l'る こ と か で き

ます。 し か し 、 逆 に 広 が ら な ぃ こ と か ら 衡・l1間を光

で11 ' ふ こ と が 大 変 l11l l し く な っ て き ま す 。

つ の 例 と し て 、  静11:'11fL也上に等1111111f1 に 配,;fi し た

3 個 の11'1,1 l:特1;111.に よ る デー タ中識本システムを考えて

みます。このときl珠どうしの基1 l高il1は約74,000kmとな

りますが、直径20cmのアンテナを使えは、i度i?0 . 8 5 /f

m の 光 ビー ム の 大 き さ を 相 手 衡il1.の 位 , f 11で約300  m

の 直 径 に す る こ と が で き 、  数 1 0 m W の レーザ出力で

も- l -分 な デー タ中系l、?が で き ま す 。  と こ ろ が、 衡1:111の
イ f:置の,t'?差、 liii111・、111l1定,1ti・差 や ~表、勢の時間変化などに

よ っ て 、 静 l1:術,1l.ては最大0.1度不','J文の方向,ft差 が 見

込まれます。 これは相手術1ll1のイl:11f1 に 換 算 し て 考 え

る と 、 相・T- 力、約260km四方の範llH (光ビームの800111

以1 -.の 大 き さ )  の何処かわからなぃ所てflf iれ動いて

い る こ と に 和、.''1 します。このため光通イ,-,-[ l'1線を 11 -多成 ・

保 持 す る に は 、  ます相手f,tJi l1.を 見 つ け (i商一提)、 相手

を常に追最本、し な が ら  ( 追 尾 ) 、 光 ビーム を 送 る (ili向 )

と ぃ う 機 能 が 必 要 に な り ま す 。

こ の よ う な 機 能 を 実 現 す る た め の 光 ビーム 制 御 装
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lifi の 基 木 構 成 例 を 図 2  に 示 し ま す 。  光アンテナ(高

作率iの 光 学1認 速11まiで あ り 、  こ れ を 光 ビーム の 送受信

両方に用います。)、  送受信光学系、 抽1是と追尾用の

光 セ ン サ 、 信 号 処 理 同 路 、 精 追 尾 構 械 、 光 ア ン テ ナ

の 向 き や ポ イ ン ト ア へ ツ ド;制 f基l職構(光ビーム 送 信

方向の徴調を行う)  を 制 御 す る オ ン ポー ド コ ン ピ ュ

ー タ 等 か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  抽一提 セ ン サ は 0 . 2 度

か ら 0 . 5 度 の 広 い 税111を持つCCDイメ ー ジ セ ン サ で

あ り 、  こ れ に よ っ て 相 手 衡i11l か ら の ビー コ ン 光 あ る

いは信号光の到来方向を検出し、 光アンテナの指向

方向を制御し、 受信光ビーム を 追 尾 セ ン サ 1 _に要浮き

ます。 追f通センサには高感度の4象限APD(アバラ

ン シ ェ フ ォ ト ダ イ ォー ド ) を 用 い 、 こ の セ ン サ の 1 つ

の エ レ メ ン ト 出 力 に 基 つ い て 準 l '11追尾機構を制御して

追尾状態を保持し、 受信光を常に光信号検出器に導

く と と も に 、送 信 光 ビームを相手術i1l,の 方 向 に 11: 確 に

精向させます。 送イ, 11光 ビーム は 、  受信方向ではなく

光の11i;複時開内での街jl1_移動を考11111 に 入 れ た 方 向 に

送 出 さ れ ま す 。 ( 光 と ぃ え ど も イ1限 の 速 度 で あ る た め

こ の 補 正か必要となります。 ち な み に 7 Jjkmを1j f i

す る と 約 0 . 5 秒 か か り ま す 。 ) こ れ は 見 込 み 角 ( P omt

A h e a d A n g l e ) 補 正 と 呼 ば れ 、 そ の 大 き さ は 静 1 l 衡

l ,1-J,11-1回術jll.間の場合、通信用ビーム幅の数イ 111以 l _に
も な る こ と が あ り ま す 。

光信号検出器

( A P D )

追 尾 セ ン サ
(4象限A P D )

光 ス ポ ッ ト3

図 2 光 ビーム制御装置の基本構成例

小型 ・ 軽最で光の特長を最大限に活かした術i11111J

3並信を実現するためには、 光 ア ン テ ナ を 始 め と す る

光ビーム制御装置の構成要素、 抽1是追尾方式に関し

て多くの研究が必要てす。高精度の光ビーム計1則技

術 、 地 1 -_でのi li成追尾方式の実験;1平 価 、 光 セ ン サ の

改良や,1 1if llli、 字 1 ii 環境I、ての使用に而f える送受信光

学系構成と信頼性の平価など間題はlll手i'iしてぃます。

、'1研究所では現在光ビーム 制 御 技 術 に 関 し て 、  (1)光

アンテナと送受信光字系、(2 )空間il11提方式、(3 )相1i

進 尾 と 光 ビーム指向のように,1果題を分大fl設定し石f「究

に取り系11んでいます。以トに、研究内容で代表的な

ものの幾つかについて言tli介します。

(1)力セグレン型反与・1'i:f .通 観 に 代 表 さ れ る 光 ア ン テ

ナ は 、 送 信 光 ピーム の 形 成 とili向 、 信 号 光 の 集 光 に

使われます。 こ れ にっい て は 、  光 ア ン テ ナ か ら 出 た

直後の光ビーム か ら ビームの方向、 ビーム幅をオ l'1度

良 く 計 測 し、 また11,リ御する技術の研究を進めていま

す。送受イ1i光字系では、 .l、:1 1場 ・ 」m求 - J 1 な ど か ら の

f f li;:光による名l l lf を 低 減 す る た め の 光 フ イ ル タ 力' ?:

要な要素の っです。 、l'期本レ ーザの直接変,-j,11特l'1

を考i遼-、 に 入 れ た 新 し ぃ も の と し て 、 11 fili- 光だけを有

効 に 制 限 し う る 光 フ イ ル タ を 考集し検;;、1を行つてぃ

ます〔1〕。

( 2 ) こ れ ま で 考 え ら れ て ぃ る 光1,f f・1i開 J通イ: 11シ ス テ ム

ポイント・アへツド(制御機構

レ ーザ ダ イ ォ ー ド 光光 フ ィ ル タ

捕提センサ(C C D)

「T-「「「 「T一 〇 ・ 一 l .

,1i:1 ,
_ 一 に

o : 光 ス ポ ッ ト
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て は,通常、 抽一提を速く 111fflj 、に 行 う  た め に .,11i信 用 光 、l1東

とは別に抽提用の大出力)tl1泉を備1えてぃます。 しか

し 、 シ ス テ ム のi1?終的な信 1lt11性のftf:保 と 向. l -.を考'え

る と 、 1速信用光111:、だけを用いる抽一使の機能も ,f.要 と

な る の で 、  こ の よ う な 方 式 にっい て 検n、1を進めてぃ

ます〔2〕。

( 3 )指向・ 、,i11Jiのf l '1度は熟による中由すれ、脚成的振

動 、  追1iセ ン サ?l.1「it-に依イfしてぃます。 ま た 、  、l'1

f算t、のことながら相 1「-衡・11.か ら 111可来する光の強度、国1ち

相 f 111ii1・l '.に お け るili向 ・ 1111ilt:のi l',11i:にも依イfしてぃ

ます。 従つて指向・通11iの過不;,lて f f い に 影ili1'を及ほ

し 合 う こ と に な り 、 , ' 建 ', くすると1'1 f jの ,レ; -、差が相手の

差を大きくしてしまう,'送',術環が生し、追fiが 外 れ 、  回

線 断 に な り ま す 。 こ の よ う な1111f ノ1'. l111の相 111作用にっ

い て 検ぃ、1 し た 結 果 を 図 3 に・J、してぃます〔3〕。表:・t

した同線を保1,.iするために必要な光ビーム 幅 と?l-11-

衡 星 A の

(雑音等価角

光ビー ム幅) 、、 田不安定領域、、、、
安定領域 . . 、、

・、
衛星Bの(雑音等価角 光ビーム幅)

1 )境界線(成線)は追f i装11fiの機械的t'1 ,l'1_ (通注地1'l能、中由

すれ)によって平行に移動する。

特l1,f'1 価角.追1i,基1;fiの電 メ、對ll1を追1i 角1i・1'11・に

f1- 1ll1l的に 11fiき換えたもの。

図 3 安 定 な 指 向 ・ 追 尾 の た め の 条 件

'f1・価角に対する条 f f l を・J、してぃますか、 こ の 結 果 は

追Ji装 11f1の中由ずれ1,1、 報 ,'i'等価角に関する.1'容値を

明 ら か に し て お り 、  神J,11間通イ,;シ ス テ ム の・文,;l指111 l

を 'i- えるのて 那1要てす。

ま た 、 大f3:の よ う に 強 力 な1i1 1- 光 が あ っ て も、 双

方向通信を行いなからl,,1線1fl'持力が可能な通1,i方式

をi'1iしく i是' 策し 、 その追1 i特l生や装Mヒ'字の検,1、1を

11l ,,,1 )て ぃ ま す 〔 4 〕 。

3 光変復調方式

光ビーム1同御技術は光変複,J1,1方式も関係します。

現イl.の と こ ろ 、  光術fil'1111通イ, 1 に 用 い る 光 変 複,J11方式

と し て は )tの エ ネ ル ギーの'1重ilj:j に よ り  J通信を行う ;1重i

度変,J;11,'直接検渡方式か最も実現性の高い方式てす

か、 こ れ に は 高 出 力 、1' ;、準体レ ーザの高速変調を必要

と し ま す 。  し か し 、 変 J,11時のj生方界パタ ー ン ' J・f 細

は ま た - 1 - 分 に 検ぃ、1 さ れ て お ら す 、  送 信 光 ビーム の 方

向 、  ビーム 幅 に 'j -え る 影 響 を.'l'価 し て ぃ く 必 要 が あ

ります。また、無線通1イ,,の よ う に )tのイ ,相や用渡数

により通イ, : を '11 う コ ヒ ー レ ン ト 1 出イ,,方式の場合、強

1k変,J1.j/ 直,1度検、l度方式に比べて受信1選業度が大中品に改

11:さ れ る も の の 、  'f等'f・l ' 間通イ,言M f の.考地として光ビ

一 ムMf l1とも,制要に関連するイ, , .- 光と1・'1発光の,t 11,
i'f'?合 〔 5 〕、 ィ1ilj11.の高速移動に,u因する10GHz1「「,: l11iの

ド ッ フ ラ 川1度差一fK シ フ ト 1l由償なと1のl1l地があり、 こ れ

らについてもイi'1小f 的 に 取 り 細 ん て ぃ ま す 。

4 内外における光衛星間通信の開発計画

光術 1' 1111通信技術開発の動l',1 と し て は 、  よ り 小 1f1

高・l'l:能で信本則'1_の 高 い シ ス テ ム を 開 発 す る た め 、  現

在高出力化と高'l:l ,能 化 が 進 め ら れ て ぃ る 、l '、準体レ ー

サやl 1,1体レ ーザ を 用 い た シ ス テ ム に つ い て 、 1990イl:

f t前、「 における字商実験の実現をll i l11' してぃます。

米l l 1ては、N A S A と M I T ( マ サ チ ューセ 、ノツl;不l大

f ) の 1111同 で 、「'1、學体レ ーサ ( 渡 i t 0 . 8 3/ a n )  に よ る 、

ACTS得fj1l. (1991年f 1ち l -_け f -定 ) で の 実 験 が,, h画1さ

れ て ぃ ま す 。  INTELSATとC〇MSATは、li11導体レ ー
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ザを使つた静止衛星間の短距離通信及び長距離中継

回線の構想を持つています。 こ の 外 、  N A S A と ジ ェ

ット推進研究所(JPL )は金11i1_や火1111_等の惑基f考i1?,i、 さ

らには太陽系外空開の探査で、 固 体 レ ーザ に よ る 光

通信の言i1画を推進させています。 また、 1990年代に

建造が予定されてぃる有人字商基地では、 静止衛星

へのデー タ伝送、 実驗機や軌道連絡船との通信等に

光 を 利 用 す る こ と が 考 え ら れ て ぃ ま す 。

区却・l,lでも区却,目字商機関(ESA)を中心に研究力'進/

で お り 、  1994/1995年に仏のt鵬iく観則術最SPOT-4

と 静 止1111 適上 の デー タ 中11 l、表術里間での通信実験が計

画 さ れ て ぃ ま す 。

日 本 で は 、 11ll敏省通信総合研究J1野(1日電渡研究所)

によって技術言量?験 衡1111.E T S-VI(1992年打ち上げ子

定) を 利 用 し た 光 術.果」 11通信の基礎実験が行われる

こ と に な っ て お り 、  またEDRTS(1994年;llち上げ子

定 ) 、1111 .l l プ ラ ッ ト フ ォ ーム(1996年打ち上げ子定)に

お ぃ て も 光 衛1i'二 開通信装 111'iの 器 械 が 考 え ら れ て ぃ ま

す 。 国 内 の レーザ 応 用 技 術 、 光 通 信 技 術 、 光 デ バイ

ス技術及び半導体技術など関連基1確技術のレベルの

高 さ か ら 、  日本における技術開発は国際的にも注目

さ れ て ぃ ま す 〔 6 〕 。

5 お わ り に

小型 - 軽 f111 の 装 置 で 大 容 最 通 信 が で き る と ぃ う 光

の 特 長 が 字 商 応 用 で は ま だ 十 分 に 活 か さ れ て ぃ な ぃ

よ う で す 。  半 導 体 レ ーザ や 固 体 レ ーザの高出力化と

高信頼度化はアンテナを含め金イ本システムの小型化

に 繋 が り ま す が 、  こ の 外 に も 光 ビーム 制 御 系 、  通 信

方式の工夫などによって光の特長を本当に引き出し

た光街星間通信を実現できると考えられます。 当研

究所では、 このような光衛f星間通信システムの実証

モテル作製に向けた要素技術の研究を進めてぃます。
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1 は じ め に

,1都・大1「又 ・ ?if?の 'Jf、1 県 に ま た が る1ift11111:11「1」1麦

て は、 1?1西文化、,':1等if111究部市のll1発'1t業か、ナショ

ナ ル ・ ブ ロ シ ェ ク ト と し て 多 方 面 か ら の 期i'1の も と

に 進 め ら れ て ぃ ま す 。  ATRでは、その中心となる与l'1

f l 西 木、11't也区に、昭和6 1年 開 所 を め さ し、新fJ「究所

の 建; 1 文 を 行 つ て ぃ ま す 。 建 設,;l1面1の注として、電気

通イ,のJ,?確基分1l'fのf1「究所とぃう特1l1l、: l'lを考11,1l し、 フ

レキシブルて高度な機能をi.'r つ た 建111i:,: ・・投fi11'1空l出の

制1tと 、  人開的、11 か み の あ る i,J「究所環境1l-f成を考- え
てぃます。そのため、科、f 技f l11の完,i1、合力ては1日_ 界の最

先端をィ J く米l l 1のfJ1究所の建築.1;111境 、  空間械成、 ・文し

備 シ ス テ ム の 実 際 を 用 り 、  新研究所の;1 l1l1l1にf又ll央す

る こ と を l 1 的 と し て 、 米 l 1 1内の施.文を幾つか,,方れる

機会を ・i :1 つ こ と が て き ま し た 。 そ の 中 か ら ェ レ ク ト

ロ ニ ク ス ・ i ll気通イ, --に係わる研究1 J1 をl11 ''J介します。

2 I B M  。 ト ーマス・ワ ト ソ ン 研 究 所

IBMのエレクトロニクス分野の-基確雄'研究として

1961イ l -に.生、'f:さ れ ま し た 。 所i i数約1、「 )0 名 。 ニ ュ ー

ョー ク か ら 1iて一にへ約2時開、 lil1生の,,更なる 'i・'かな

自然」?t境の中にイ,Wiし、数地は約90 Jjm ' 、 建 物 は 3

階 建 て - 約 7 Jjm'で、 .度のj事築を行つてぃます。

丘陵の等高線を生かし、 や わ ら か い 円 弧 を 描 く 外 観

l1:l;麦の等高線を生かした配 11'i と 、  やわらかい円'j瓜

をi品く外1y、 そ し て 建Aり1へのアクセ ン ト の f'11み な 配

::.に よ り ヒ ューマ ン な ス ケ ー ル1建?か 破 成 さ れ て ぃ ま

す 。 外 1 lt に は グ レ ーへ 一 ン ・ 力 一 テ ン ウ ォ ール と 現

地のWmchester1,11のイ,か使われており、不1 、1fiii1.'1111rの
最先端をィ1く f J f究所のイメー ジ と と も に 、 fM、日を◆

んじる企業理念が1選k じ ら れ ま す 。

建11 llf内の窓のある外川部は、 l tて 11品 の 広 い 通 路 と

し パ フ リ 、ノ クな空田」となってぃます。 7 力 m2の1,1l i面

横を3フロアで手1器t成してぃるため、 建物の長手方

向 は )00 m と な り ま す が 、 大 き ,1?円 l11瓜をi出く平面形を

f 不 、 る こ と に よ り 、 視 界 に 人 る ェ リ ア が 限 ら れ る た め

その長さを1選?じる こ と は あ り ま せ ん 。 J、; J1'から1・i、: ま

て全面力'ラ ス の 窓 か ら は 、  広大なl'1然の光iltがi1li野

に 入 り 、 身モ張からl川ff 文 さ れ 「ホ ・ ノ 」 と し た 気 i-、iちへ

中,、換させる心理的効果への意図が現れてぃます。

し1、地良い曲線を描

< 外 周 通 路 、 手 措

り は 暖 房 兼 用

研究実験室は、 外開通路に抉まれた1lfで内側に収

め ら れ 、 外 気 に 面 し な ぃ 所 1;l1 “ms,d e l a b ”  方式を

i家、ってぃます。 i,J l 究 所 建 染 の つ の 1 l lL型 と し て 、  中

1嬢l1トをi央-み11J「究室と実験室を外気に面して配 11f iする

タ イ プ か あ り ま す か 、 期 典 が 大 き く な る と l l 的 の 部
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i素までの動線が長く な っ た り 、  関係のなぃ通過交通

が 増 え た り し ま す 。 こ の 研 究 所 で は 、 研 究 側 の 要l111

が 、  余 り 歩 か ず に 目 的 の 所 に 行 け る よ う 研 究 実 験 室

を 集 約 化 ・ iトf-密化し、 研究者が個々の領域を持てる

よ う な コ ン パ ク ト な 建 物 、 か つ 研 究 内 容 の 変 化 に

対 応 出 来 る フ レ キ シ フ ル な 空 間 に あ る こ と を 考 慮 し、

今までになぃ特徴のある方式が、 建 樂 ,,11'1に よ り 考 え

出 さ れ ま し た 。

研究室と実験室は、 円孤を描く外用の通路を結ぶ

ローカ ル な 通11l11iに面し配1 111さ れ て ぃ ま す 。  ロ ーカ ル

な通路の長さは36mあります。実験室は他の実.基;1交室

と 設 備 配 特 ス ペー スをi央-んでif中合わせに配置され、

用 途 変 更 に も 効 率 的 ・ 機 能 的 に 対 応 で き る よ う 考 え

ら れ て ぃ ま す 。  建物全体は、 この研究室と実験室の

関係が基本単'11r と な っ て ぃ ま す 。

研 究 室 は 4 フ イ ー ト の モ ジ ュ ール が 採 用 さ れ 、 ガ

ラ ス をt并用した収容棚付可動間イl切りで自l11な区間

が 構 成 で き 、  部f系のi事tに は デ ス ク の レ ベ ル で 、  通信

及び', 速 源 の ア ウ ト レ ッ ト が 仕 込 ま れ て ぃ ま す 。 面 積

単イ 1 は 2 . 6 m  x 3 . 6 m で 1 人 / 1 室 が 基 本 と な っ て

い ま す 。

こ の 研 究1所の1l、'f徴 あ る 平 面 構 成 は 、 次 の よ う な 考

え 方 か ら 成 り 立 つ て ぃ ま す 。  まず、 研究側のニーズ

を 的 確 に 提 え る こ と 、  その上で空調や照明のシステ

ム が 発 達 し た 今 日 、  換気や採光のための窓を必要と

し な ぃ こ と 、  北 向 き ・ 南 向 き 成 い は 窓 の 有 無 に よ る

部 屋 の 条 件 の 違 い に よ る ア ン フ ェ アーを 無 く す こ と

は 、 デ モ ク ラ テ ィ ク で あ り 、 研 究 空 間 の 差 別 化 は 最

小 限 と す る こ と 。  また、 生物科学系の研究所と異な

る ェ レ ク ト ロ ニ ク ス 系 の 基 礎 研 究 所 で あ る こ と も 成

立 の 大 き な 要 因 と な っ て い ま す 。  知的生f産の場とし

て の 空 開 機 能 が 求 め ら れ て ぃ る と ぃ う 点 で 共 通 す る

所 が あ る た め 、 今 日 で は 、  イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル と

言 わ れ る 現 代 オ フ ィ ス の 中 に 、 こ れ と 同 じ 発 想 の 空

間 構 成 を 見 る こ と が で き ま す 。

3 A T T ぺ ル 電 話 研 究 所 ( ホ ル ム デ ル )

I B M - ト ーマ ス ・ ワ ト ソ ン 研 究 所 と 同 じ 、 建 染 家

Eero S a annenの設計による建物です。所 i l 数 は 、

16,000人、 そ の う ち 6 , 0 0 0 人 が ホ ル ム デ ル 研 究 所 に

配11f,'されてぃます。ニュー ジ ャ ー ジ 州 の 東 部 に あ り 、

なだらかな起イ)?の1-rや 農.場が点在する'技:検的な田l表 1

1要、u1、の 中 に 位iltiしてぃます。

自然を写し込む全面ガラスの外観

数地面被は194フJm'、 建物は地下 1 階 地 1 _ 5 階 、  延

べ 1 8 . 6 力 m ' 、 增 築 が -度 行 な わ れ て ぃ ま す 。 数 地 に

入 る と 、 ア プ ロ ーチ が ゆ っ た り と 開 け 、 i 芝 生 と 大 き

な池(24 , 0 0 0m 'あり、空調の冷表l1用水として利用さ

れ て ぃ る ) を 通 し 、 は る か 1 . 5 k m 先 に 建 物 を 望 む こ と

が で き ま す 。 ア プ ロ ーチ の 実 端 に は 、 高 さ 4 0 m の 美

しぃ形をした真つ自な給水11答 が 建 つ て お り 、 巨 大 な

周ノ刻としての役1割を果たしています。 建物の東西に

は 、 4 5 0 0 台 収 容 の 駐 車 場 が あ り 、 建 物への歩行距離

は200m以下となるよう計画i されています。

約18万m'の巨大な面積を持つ建物は、コンパクト

に 一 棟 に ま と め ら れ 、  タ性は美しぃ緑と空を写し出

す ハ ーフ ミ ラーの グ レーぺ ン ・ 力 一 テ ン ウ ォ ール が

全面に使われ、無駄を削ぎ落とした機能的な形態の

中 に 、 現 代 の 最 先 端 を 行 く 電 気 通 信 の イ メ ー ジ と 、

環 境 に 対 す る 深 い 1同索が感じられます。

建物は、長手方向344m - 奧行き104mの長方形を

し て お り 、  4つの同一の平面をした研究実験棟を2

つづつ2列に並べ、 棟と棟の間の十字形をした空間

に ガ ラ ス の 屋 根 を 架 け 、  5階分吹き抜けの中庭を持

った14_ 内 空 l 1 l 1 ( ア ト リ ゥ ム ) を 設 け て ぃ ま す 。 ア ト
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リ ウ ム 部 分 に はェ レへ一 タi i1,が配11f i さ れ て お り 、 建

1111j内 を 移 動 す る 所 1 11 はこの空間に必す-は す る こ と に

な り ま す 。 外 光 が i1'11 か に 1f- り1、l.く ァ ト リ ウ ム の '各 111 し

の1娘l11、からは、 全1精の人の動きが -与.i て き 、 建 物 内

に 見 11なl1l11リ文的空開を Ji り あ け て ぃ ま す 。 そ こ て は、

f出1r1、の出会いやl ' 1 1,r1、,発ノ l1的な会,nl1か 生 ま れ ま す 。

広い建物の中心

軸 と な る ア ト リ

ウ ム

研究実験室が面

す る ロ ー カル通
路

l,Jl '究室は、 3 . ()m x 3 . ()mのイ同室が基木単イ,',_で、1 I i

M ・ ト ーマ ス ・ ワ ト ソ ン 1iJ「究所と同i,1, “ms i d e l a b”

の1 lfi 1.:l,しがi不、られてぃます。

フレキシプルな

構成の研究室

4 I B M ・ サ ン タ テ レ サ 研 究 所

mM の コ ン ヒ ュ ー タ ・ フ ロ グ ラ ム11l1発センタて 、

フ ロ グ ラ ム , フ1::1'タ'ク ト と そ れ を 文 え る ハ一 l ワ ェ

アのl111発が行われてぃます。流、1リi i  i数約2000人。 サ

ンフランシスコ部外の,なたらかな山j、谷のfr,'し くi;11,出の

中 に 数 地 は あ り 、'1111地面手 , は1 1110 IJm'、建物は・1 l,tし建、

延へ1-, . -11力m'て 、 大1'K場の面1,1;をそのままii'1めてぃ

る山火谷の低部に、 外,多iに ガ ラ ス と ア ル ミ を 用 い た 行 l

月, 1の 8 つ の タ ヮ 一 状 の 建 物 か 、  i1 l :をなすような1 111 成

研究所全景
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で 建 て ら れ て ぃ ま す 。 西 部 j111l1の?1fi一を思わせ る1?,ll1 l1

の 中 で は 、 現 代 の 「 考iJ の イ メ ー シを1護基じます。

し か し 、  建物内は広大なl1l1l111の平i節の移り変わり

が用Lて1感じられるよう、 建 築 i11由的に数々の配i種が

なされてぃます。 1 f 外空開の中心ブラザをllf I う よ う

に 、  8 i東の研究タワー と低1lH,のカフェテリアi東が建

っ て お り 、  こ の1-'外ブラザか全体空lll11の・1'1-1l11iと な っ

て ぃ ま す 。  オ ッ ク ス フ ォ ー ト大字の方?建1f11iや、 ロ

ーマの中k延のテザイン - コ ン セ ブ ト を 取 り 入 れ た ブ

ラ サ は、 1111i '1,1 1的 な テ サ イ ン の 歩 通 や 広 場 、  そ れ と

は文、j照的なii1木 や,111,生 て 構 成 さ れ 、  行 き か う i,月-究 名

に?'ら ぎ を 'j え 、 コ ミ ュ ニ ケー シ 書 ンの場を提供し

て ぃ ま す 。  又、 ここては各手手行'1 1や記念式り1L も行わ

れ て お り 、 lilf究所の'1:1,1:を';11iかに、,i,i出 し て ぃ ま す 。

研 究 タ ワ ー

人と1-,、 地 と な っ て ぃ る フ ラ サ の ト に は 、  コ ン ヒ ュ

一 タ ・ セ ン タ や 図 ,11-1、-か あ り 、  ノ各 タ ワーは 1 階 で f,1,

ば れ て ぃ ま す 。 ' 各 タ ワーの平面は1 - 1・:11 1 を し て ぉ り 、

四 方 のf l11には1'1- 々1.-) 名まて 上1又容出米る独 、'1_ したオフ

ィ ス ( 3 m x 3 m ・ 高 さ 2 . 7 m ) か.11-け ら れ て ぃ ま す 。

1''1- オ フ ィ ス は、 j l11 J速イl 111111のイ1LC,'i1定及び取り外し ''1

能 部 分 あ り ) - イ1、1 1 ・ 11111 ・ ア ウ ト レ ソ ト '11の・?備1が・?
け ら れ て ぃ ま す 。  それぞれの3t9に は コ ミ ー ニ ケ ー シ

ョンを,, 1- る こ と を 1 1 的 と し た 会,1i宣室があり、研究所

全体では130の会,義1室数となってぃます。部1・iiを出て

1度l11、一の実き、l1 た り を 見 る と 、 必す外のili-色 が ウ ィ ン

ト ・ ヒ ク チ ャ ー と し て 見 え る よ う l - 大 さ れ て ぃ ま す ̃

ノ?タ ヮーに は 、  建物内に1,,; る人か/'・'1可処にいるのか

の ,11lk別のために8色の )1 しぃ色f fがそれそ'れ胞され

プ ラ サ と  J lfllf各に f1'1、けるl'1然の取り,、1、.み と あ わ せ 、  研

究f1-の.,,11持 ち を 大 い に 和 ま せ て く れ ま す 。 統 - イ メ

一 ジ の サ イ ン 計 画 か 行 わ れ 、 期ノ刻 ・ '1,1iiトけ・抽 イ基i画

オ フ セ ッ ト l 1 1 刷 の ホ ス タ 一 1l111''1,:1f '1lの高い作品がl11,1l

的 な 場 所 に 11iか れ る 、,、 調 和 の と れ た イ ン テ リ ア テ

ザ イ ン の 中 に 、  文化に1'、1する企?にの1 11:い 理 解 の'i11111''
を 成 う こ と か て き ま す 。

ま た、 コ ン ヒ ュータ に よ る 一'i、内1品11u1度 ・ 1,1lu111111,1.?
l1111 の コ ン ト ロ ール 、  コ ン ヒ ュー タ方文i,i'の ヒ ル nスi1/fへ

のl11利用':f,-、 企業の特色を生かしビル機能の高度化

か 図 ら れ て ぃ ま す 。  外1111.に は 断;i・性能を考- え 、 ア ル

ミ ハ ネ ル と11l'-11i1???、1 ガ ラ ス か 使 わ れ て ぃ ま す か 、  ハ

イ テ ソ ク な イ メ ー シの外装と 、 l '1f器f、の変化を 1 j' し込

む外窓の文、1比は、 建物の空間年111 成 に も 見 ら れ る  「 人

と 技 術 と 環 境 の ,J対和」 に お け る 11t:111::の 表 現 の  -つ の

解 と ぃ え ま す 。
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5 M I T 。 メ デ ィ ア ラ ポ

新 し ぃ デ シ タ ル テ ク ノ ロ ジー と 人 間 を 結 ぶ 「 イ ン

タ ーフ ェ イ ス」 に関するf11f究をする最一新のfJ1究所て

あ り 、 所 i i数は約 130名、与要更授l1率lと大字院生、 l1l:界各

lr1の企業等からのィ;,- い111l-究 ? 達が活fii1してぃます。

建 物 は 地 1 、 1 階 ・ 地 1 : 4 階 建 て 約 1 力 m ' 。 大 字 の

キ ャ ン パ ス 内 に あ り 、  ff「究所の川辺の」1業境1'1111成には 、

ラ ン ド ス ケ ープ デ ザ イ ン の 手 法 を 取 り 人 れ 、 il先イfの

大字の建物itf; と の,J,11和がよく図られてぃます。 地 ト'

f大へのアブローチ 線 l -_に あ る こ と を 、 i 「jみに配11f1計

画・外部空間年11:成 に'l か し 、 1直切な広さを持つたili

ち 着 い た デ サ イ ン の コ ー ト ャー ドを111け、 年1y111fXイ、に

11f i か れ た ぺ ン チ 等 の ス ト リー ト フ ァ ーニ チ ャ ーに は 、

質 の 高 い デ ザ イ ン か 見 て と れ ま す 。  この建物川辺は

M I T の キ ャ ン パ ス を 象 徴 す る 新 し ぃ 1i11 観 と な っ て

います。

研 究 所 外 観

外l1, f に は ア ル ミ ハ ネ ル を 用 い 、  外界のl1然条「1を

手l事りJ-式 で コ ン ト ロール す る と と も に 、 中f や か な

l -.品 さ と 最 先 端 の テ ク ノ ロ i.1ン ーを 扱 う f1「究所のイ メ

一 ジ が 造 り 出 さ れ て ぃ ま す 。 建 物 の 中 央 に は 、 室 内

の l'「11 1 をl:llllに ,Jlj 'キ,考出来る約12m x 1 5 m 、 高 さ 1 5 m

の 大 実 験 室 が あ り 、 地 階 の 同  - フ ロ ア に は 、 n央像に

よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 等 の 実 1?1定を行う200人収容

可能なシアタ ーがf11- 表されてぃます。

特色のある部f,i と し て は 、  タ ー ミ ナ ル ガーデ ン を

1 , .け る こ と が 出 来 ま す 。  コ ン ビ ュー タ ルームと11,1l1l あ

った100m'不',:J更の部1-f1に 、 コ ン ピ ュ ー タ端木が1'1l11な

向 き に f f れ る く ら ぃ に 11' i か れ 、 観 集i直 物 ・ ア ソ ト ホ

一 2 6

ーム な デ サ イ ン の 家 l1等 が 多i多な色不?て 混 在 し 、 用

网 に 1if「究者の価室やミ ーテ ィ ン グ ルーム を 配 置 し、

タ ー ミ ナ ル ガーデ ン を 1l1 な る 端 来 室 で は な く 、 研 究

名'が 自 l f 1 に 集 ま り 意 見 を 交 換 し 合 う 庭 と な る よ う 考

え ら れ て ぃ ま す 。

タ ー ミ ナ ル 力 '一 デ ン

その他の実験室も含め大Jl:のイ1l -.け が 無 く 、 空 調

ダ ク ト ・ 配 ,1111l''j は部1-f1の l _に 11 l jき出してすか、 それ

だけに11l l l 1望の高いシステムとなり、 l業型の照明器

11 1がi:1、 用 さ れ て ぃ る た め 、  視 覚 的 に 気 に な る こ と は

な く 、 1,1f究環境1 _ も間題はなさそうです。 ま た 、 ケ

一ブル配線は中品200のチャンネル状のラノ ク方式を

と っ て お り 、  室内の用造変更に表、1し大名l.i已ではある

が 実 用 的 な 手 法 が と ら れ て ぃ ま す 。

研究高'は2 1時間l'1ll1に,姓物に出入り出来、 胞・文を

使 う こ と が て き ま す 。 研 究 室 に は 行 き ,1 l1, り に 使 う l 1

,1,f1中.が如i,lii作 に 、'f:て 111トけられ、 愛.f元llJの動物が同1,f 1

している等、 最 先 端 の メ テ ィ ア 研 究 所 と し て の 技 能

だ け て な く 、  生i lt1 と コ ン ヒ ュ ー タ か111出合し合つた 111

か み の あ る 11J1究所となってぃます。

研 究 実 験 室



6 お わ り に

ここに希11介 し た 4 研 究 所 は 、  生物科 ,-'11の研究所

と は 異 な り 、 、 l 'に コ ン ピ ュー タ及ひ'端本等のハー ド

ソ フ ト を 研 究 の 道 l 11-、 あ る い は 研 究 そ の も の と し て

お り 、 フ レ キ シ ブ ル な 空 間 ・ イ・i 率、1描成て、パタ ー ン

化された機能的な個室タイブの研究・実験室の構成

力、建楽 ,- l1-明上の中由となってぃます。 しかし、 - i1l;,部

1-1、か ら 出 る と 、  創造的な研究に係わる人々か常に11111

か な 気 持 ち て ぃ ら れ る よ う 、 人 間 性 を 1環 視した・l表通

な空111Jが造られてぃます。 族 ま し ぃ 限 り の 広 大 な 白

然環境に 1 ,1を1f .わ れ か ち で す が 、  建 築 と 自 然 環 境 と

の 調 和 を は か り 、 研究の実態を -ili分把il f'し、 建築空

1l;j ・ 建染技術の_1:で考えi友かれた研究所施設を実除

に 見 る . 1i が て き 、  この経験を通して新研究所の計网

を 新.重alf:な目て、 改 め て 見 つ め る 機 会 と な っ た と 考 え

て ぃ ま す 。
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A T  R 聯 鏡 経 告
(ll1 和62 イ1-1011 ̃ ( 1:i'1 - 311木における 、,::1,11r.l金又、 字会発表'i1 -'ii)

A T  R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所

1 . 肥 塚  降.、 1:火l11 tli1 _、 Jea n - Bapt1ste Thomm、小小本 ,-11l l : “モ ア レ 法 に よ る 3 次 元 , f1体1lli状 入 力 に

lf、1する - 考索”, ;li f ・1 、l'1、1 -1加 f, 1' 1 : 会 パ タ ー ン・l11、,11tと理解1l1l1究会(1987.10)

2.イl1 l f l  見、 高 橋  f文 -、 小イ、本 ・1'-i,自 : “ ,1 ,;ff ・l1l'l像'l、1'J 照を統合化するューサ イ ン ターフ ェ ィ ス の  - 考'索 ' , ',h

f -l l:1 ilb通イ,:' 1''会人 1 1、l1能i: '1、ll・1?処理研究会(1987.10)

3 . 西 イ、i Lii、 ,;品? 表 -、 小・1本 -1,'j,1l. : “ ,111i文 フロ ン ト へ一シの半品 Jt理角「,, 電 , f ,h'f 服1通f, ;i 会ノ、タ ー ン ,i1

同1kと理解イl1 l究会( l987 .10 )

4 . ・f 1 1l.に 降. : “ ソ フ ト ゥ ェ ア 品 質 メ ト リ ク スへのi過大なる期1 j ” ,  第 111 l l ,1 ソ フ ト ゥ ェ ア 信 頼 ll.シ ン ポ シ ウ ム

( 1987 .10 )

5 . 佐 1l泰 野- : “要求イl ,11]1分4fi ・定ぶt支i1獲システム(KA,、1'1、 ) の 概 要”,  ・h'1 1li処f1l i1要i9 n 事業lf i会ブログラム1川

発支i j基i支術と'1、11 ,,1&の1,11:、用ワ ー ク シ ョ  ノ プ ( 1 () 8 7 . 1 1 )

6 .  手i家 1?: “ デ ィ シ タ ル 動l u1l像n l1- ?Ml二方式', 電 f - l、l 'i 111lイ,;j通字会ll ,'i和l;2年・h'ii.1iシステム部1''1'11: l 1.1大会

( 1() 8 7 . 11 )

7 . 1'J一イ 、1 1台ilf 、 f l野 明 、 小体 ・1'1'ifl. : “ 、'f:体 視 表・」u- 11'', 'を用いた3次元指ノ J、入力特l'1: に っいで' ,  ,t f ,1'l'1

組,通イ,;' 1,i 会 ハ タ ー ン,1,a ,11&と理解 fJ「究会(198S.1 )

8 .  -f 塚  1算、: “高速な1l1'f 'ij- 化方式の -検ぃ・1 ' ,  電気字会通イ,,イ,1l究会(1988.2)

9 . 手i? ? : .111.f泉11 , シ フ ト レ シ ス タ 111f ?1の -検.、1 ' ,  CI Sf月究会(1988 . 2 )

10 . 11火ll1 使 _、肥上家 1野:、 小イ木 十ill. : “Conslderat,on no  Three -Dlmens1ona l 、' 1suar C o m m u n 1ca

t1 l )n System” ,  2 n d  Internat1ona lWork shop  on  S1g n a l P r o c c ss mg of HDTV(1 ,1)8s . 2 )

11. 相 i. i'i也、 ノi(,生;1 21、 1''1川 フu1 : “多者間通信に方tけ る セ キ ュ リ テ ィ の 検n・1 ' , ',ll 」'-l 1'i 、1li,通イ,1'、1;,会オ

フ イ ス シ ス テ ム 研 究 会 ( 1 l1)8 8 . 3 )

1 2 . 加 納  1,111 リi、 本1、 茂 行 、 高 橋  fに -、小4本 ,1,'i,.ll.、111l、 fi,、 - : “ 情1li検要,、・シ ス テ ム に お け る ューザ モ

テ ル t1'i染の -検,11 ” ,  電 f -h i-fli通信、1 '会 交 換 ・ 情 根 ネ ッ ト ヮ ー ク 11J1- 究 ワー ク シ ョ ッ プ ( 1 9 8 8 . 3 )

13.竹イ 、j 1 、1if l 、 fl1空' f 明 、 小 林  ・1ii.ff: “ 3 次 元 指ノ1、人 力 に 関 す る  一考索”, 情根処理'11''会第36l l ,11二? l 1.l大会

(1 l1)88 . 3 )

1,1.大イ、」 和 lM1、 イ 11 11'f 明 、  小イ、本 1 .二f,.11l : “ 画 像 処j l11による産f 1の向き検出に関する -検;1 1-, ・1、1'f 1li処理字会第

36l111全l ト1 大会(1() 88 . 3 )

15. 西'量'j' i合1?、 f火l11 f建 -_、小イ、本 十'if1 : “ 光 切l11f に よ る 3次元 、f:体形状1'l 動 入 力 に 関 す る  -検.、1' ,  情 1, lli

処 理 、f'会第36回1二1 l .1 大会(1988 .3 )

16.イ1'1111 yi、 高ifi ,i,,i - 、 小イ本 t: 11f 1. : “ f i ,111 ・ 画 像 情 i l iを続合化するュ ーザ イ ン ターフ ェ 一 ス ” , h'j

報 処 理 字 会 第 3()回ノ,、: l 1.l大会(1988 .3 )

1 7 . f f,1;l1,提 先 -、 川 中  -fi度、 l''jlll ft'f /、、lll1、 f'i,、 - : “図の意l1り、的操作をi li'向する,1◆座と処理についで' ,,

l、l'i 、1'1i処理'、1;'会第30回全l 1 1大会(1988.3)

18. 西 4 、1 1.it、高橋 /更 -、 小 体  i'f i,l1 : “.111文 タ イ ト ル へー ジ か ら の 検 索1青 rl i抽出”,・1 lf 報処理'、;''会第36l,, 1

个 l l.1大会(1988.3)
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19. J1已塚 隆 、  秋ll1 1l建_ _、 .Jean -Baptlste Thomm、小小木 -i考i能 :“ モ ア レ 、1:1l1、による3次元立体形状自動人

力 に 関 す る 一検,1、「', ・l、1 1 i'li処理学会第36l,,1全l f:I大会(1988 . 3 )

20.イ?'j藤 降_、 内l11 修 市 、 l n1田 充 'i」、、 l l 1 ト 111,- - : “ 設 ,, li?程 に お け る 人 開 の 思 考 過 程 の 分 析 ” , 情1,1i処

理字会第3611i1全l 1;]大会(1988.3)

21. ?芝本 111ii1,,,1、 l n1川 充 'J?、 林 ,?1、 l 1 1 ド ?11、- - : “・文計仕4;f、- から見た要求仕様,,M?法 ” , 情 報 処 理 字 会 第

36同全l f11 大会(1988.3 )

2 2 . 島  1建一、横田 政,1i、、 中島 俊 介、 l'f1田 -fiii、、111ド i i1、 一 : “ Ji11信1器.-界モデル作成のための電- fイヒ文

1 1: か ら の '入ll i特出出法” ,  情報処理学会第36l l,1全同大会(1988.3)

2 3 . 西 付 1_1t、 高 橋 1?, 一、 小林 iiifr : “ レ イ ァ ゥ ト;lli造 に よ る 紙 面11111i11 11に 関 す る 検;1、j ” ,  電 1' 1、l'1i'11,,11iイ r「f

会 パ タ ー ン認識と理解研究会(1988 . 3 )

24 . 4?イ 111 lff 也: “ D一変 換 の 、l'順序関係を用いた階111111'、Jn l11- 号化の可能性”,  電 1'J1 、l'J ,tli通信字会昭和63'1 - イ11j :

全l 1:1大会(1988 .3 )

2 5 . 立 平 11l;1、 l l1l1 l111 幸 、 11;(111 1建_:、 小?本 ・1,1'i能.“2限式立体画像の與行き方向解像度に 1111する -検
「' ,  電- f -1、1'i r11し,1f'イ, 1'f'会昭和63年 :i,,-f't:lr1大会(1988 .3 )

2 6 . 木 ド  茂 行 、 加 納  1表リJ、 高 橋  表-一、小イ木 1,''ifl、 l11 l、- i111- - : “'用的・1'l'f 報 検 索 シ ス テ ム に お け る 間 い

合わせ , L1、味」111i解”,  ,ll - f l青 1'li通信学会昭和63気-イf平i全l f _1大会(1988 . 3 )

2 7 . 販 川 ;i 大 作 野  明、小小i、: 幸i能 : “11i 1lli点検出法に関する 一検;i、j” ,  ,t 」' h'fi'lb速信字会ll J和63年イ?i?

全l f11大会(1988.3)
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A T R 自 動 翻 訳 電 話 研 究 所

1 . 、,1 l1ll1 - ,',女、 条原 商 大 :“lリ- 'f無fl,化の要因分イJ i と ll川手法の検,1 、1 ”,  l1木1f11'、f会秋手ffl究発表会

(1987.10)

2. 中 付  i'' 、 鹿 野  1 l',.111 :“ ぺ ク ト ルi,t f ,化 を 用 い た ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム の 1 l _規化”, l1木「, 響 字 会年火手fll- 究発

表 会 ( 1 11187 .10 )

3 .  tJi1ズ 1f 典 : “i重々の複合-1',''1 ' 単イ、11:からの1 f声合成”,  l1木 ,、1f1,,字会秋平ifJ1究発表会(1987.10)

4 . 川 端  ,?t、 l1l 4 、i 度 , -、畑山南 ?? 一郎: “ l 1 木 語 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム 特 微 の 多11-.''とのiヒ1中交”, l1本業ii1111字 会

秋予i研究発表会(1987.10)

5 . : f 正? 正 典 、  tJ ili yf 典 : “ 発 声4,i,式 の 述 い が1i 11 't l'1 パ ラ メ ー タ に 1j- え る1i11'1・11' の 分 析 ”, l1本1'i'''111'学 会

if (平,fJ l究発表会(1987.10)

6 . 阿 部  l _l イ中、 中イ・i 1'-,1、 鹿 11l1 清'?:、 表原 商大: “ ベ ク ト ル .1,, :イ化による声質変換”, l 1木l ,'多 基1,学 会

i火平、i1f「究発表会(1987.10)

7 . イ11i沢 利行、 川端 蒙、 鹿 野  1 lf;1i1 : “H ldden Markovモテルを用いた11本,;1l有1-,fai製青 の,細il」”, l1

本f ','ili1 '、;i 会 秋ii研究発表会(1987 . 1 0 )

8 . 表-都 11券if f.、 tJ」1又 yf典 : “ 抽 出.ll業境が部11t1ス ぺ ク ト ル に 'j- え る 影1j1,i-の分析”, l1木 l11 '1'1 i11会(1987 .10 )

9 . 有 川 災 -、販田 1l : : “ l1木,11i に お け る タ ス ク オ リ ェン テ ィ ッ ド な 対,,11の構造一電 nlf11,1 語と端本間対語

のil:械一” , 電 f - 1 l'i111i通 信 字 会 , i 語 処 理 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン f1「究会(1987 .10 )

10.前1ll  広 、t、 小1-1: 1女'1、 久米 ffl f -、 販 川  イ .: “特j理性を考 lllf、 した .11、1語文生成”, 電1 一開1i通イ, ,r、 f会, ,
語処上 里 と コ ミ ュ ニ ケ ー ション石J「究会(1987.10)

1 1 . 宮 正、 正 n l1、 tJJ1ズ 1i- l l1l : “1「11,々の発 J 1 l 様 式 に お け る l111fl l パ ラ メ ー タ の'l'l質にっい で ' ,  ,u f'hT1'li,11lイ, '1'、f

会 l ', 1,,f 11「究会(1987.10)

1 2 . 小.j: i要'1、 西lll l'il明( ,,,、大)、與j'J l 11 ( N T T ) 、1''1米地 多し人(Cl、I U ) : “ 第 6 l' 1全米人1 11、ll能会,i?kに 出

1,'11 し で ,  人1.知能字会.,i、一o12 、o 4 ( 1 9 8 7 . 1 0 )

13. 鹿 野  、1 l'1i1 : “1 , 声.,9、,;1?へ の ぺ ク ト ル 1,1 f - 化の通用”, 電 f-h'1中lb速イ:;'、,, 会部lu1別't1:l l l 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム

( 1 987 . 11 )

14.中十、1 if i 、 鹿 '里 j, 清i、 : “ ベ ク ト ル 1 l1: f 化 を 用 い た ス べ ク ト ロ グ ラ ム の 正 J見化”, 電 f'1青 i'lb通イ;1'、f金部1 u1

別全l 1 1 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 11)87 . 11 )

15 .本llfイi、 明 : “ ,'f ,1,の'入l的 f J- 号化 一・.き、・1&/合成による1','f l 1 '用的通信の.部l11理”, 電 f - l l'」1l加信字会部l u1別全

l 1 1 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 9 8 7 . 1 1 )

1 6 . tji1又 11' 1 lli : “ 11',l1合成用単イ,'11tl等1成をl l的としたl l木.1t1',,,11J生イ度持l生の分析” ,  ',u f ・l、l'f i'1i通信'f'会部lu1別

'1:l l: l大会シンホシウム(1(18 7 . 1 1 )

17 . 小:1'? 、111111、野イ 、1 l1l1 郷 ( N T T ) : “Computer En、- 1ronment f o r M e a nmg Structure Representat1on

and M a n1pula t 1on m Machme  Trans la t1on System LUTE” , 第 2 l l '1知能情 1 間 l .l除集会(1987 . 1 1 )

18. 案 原  商大: “ 分 析 合 成 に よ る,1,質変換”, AVIRG和ff究会(1987.11)

1g .相1J i  、彦1l1昭、 4・市ヶ 1f Jl ljt _ : “電,1,f-会,;,1-益1i,;Jtに お け る , , ;111処理と1i'J l '処 理 の イ ン タ ーフ ェ イ ス ”,  , t気l哭1

係字会関西支部述合大会(1987.11)

20 .本1li 松  明 、 相、1J( 彦i出' i : “ l'1動話i,11ft電 , f1の 可 能 件 ” , 情 11i処 理 字 会 「A I 技 f 「、rの 通 用 に よ る 新 'h'1 1・li通イ,,サ

一 ビスのfitYiと.果;理」 シ ン ポ シ ウ ム ( 1 9 8 7 . 1 1 )
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2 ] .  加藤 進、 小-1f ,無: a素 性i1要,jtの 1l i-イヒ手法の効率一Wrob lewsk1 の ア ル ゴ リ ズ ム の 拡 張 一 ” ,  情報処

理学会自然,-i語処理研究会(1987.11)

22. 11 l i,ケ原 1:i11二、相沢 111li昭: “対話文における ,?-入力,11「正処理”,情報処理学会自然言,11処理研究会(1987.11)

23.動反川 仁 、 小1基 li9、 前 川  広幸 : “端木1ll1の対語通訳システム”,・h'itli処理学会自然,=,,' 処理研究会

(1987.11)

2 4 . 野 ln l人i 出 、 販 川  仁 : “ 照 応 ・ 指1、関係の同 1'生 の 分 類 ・ 解 析 ' ,  人工知能字会第1同人工知能基?確論

イif「究会(1987.12)

25 .川端 蒙、 畑 出 ,11 香, -郎、 1ll?i 震 一 : “ l l 本 語 ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム 特 徴 のりt f'との上b較 ” ,  電 子 開1lお成イ,i

学会普 ,1i・i研究会(1987.12)

26. イa沢 利 行 、 川 端  豪 、 鹿 野  清%:: “H ldden  Markovモテ'ルを用いた11木語有,1,破 製 青 の,1截別”, ',種

子h'fi'l1通信学会音1- 11f「究会(1987.12)

27. A l e x  W a lbe1:“時間返れ利l経l l '1 路 細 ( T D N N ) に よ る 11f -tli1認識”,電子情,11li通信学会i3'11,111l「究会(1987.12)

28. 本-lf 松 明 : “Prospect of a Baslc Study f o r  T h e  Automatic Telephone I n t e rp re t a t i on” ,F1rst

Internat1o n a l S y m p o slu m  on  Advanced Man-Mach ine  Interface Through  Spoken Language

(1988.1 )

29. 鹿 野  1青2 i : “青声認識と言,11i情報”,  情手'li処理学会自1'リ、: 1 ,i 111l処理技術シンポジウム(1988 . 1 )

30.正ll11 -,',?、 表 原  商 大 4??1l '「l f i'( T I S ) : “ 青) f データペ ー ス特理システムの手l設ト染”, 電-1 l、l'lj,1b通信

字会青声研究会(1988 .1 )

31.畑山11l lfi:一郎、 川付 IE -、 川 端  豪 、 鹿 野  11'i-2 i : “ ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーデ ィ ン グ 知,f&を用いた高'

高 i1認,111受.:::'::. キ ス パー ト シ ス テ ム ”, ,u子通信情報学会青J li研究(1988 . 1 )

32.1 l li、」 度 -、 A l e x  W a lbe1: “N e u r a l N e t w o r k を 使 つ た、,度1l ,1;入 出 力 に よ る 報 f f i印1 l.”, i ll f-1 l 1 様通信字

会1 f J 1研究会(1988 . 1 )

33 . ; 可 部  l liイ中、 中付 i f1-、 鹿 野  1 l'法 、  桑原 尚 大 : “ ベ ク ト ル l 1,- 1'イヒに よ る11,質変換”, 電 J -1・l'j ,1i通信字

会 青 J l '石f「究会(1988.2)

34 . 中 付 lf1: 、 鹿 野 、ilf、,i i : “ フ ァ ジ イ べ ク ト ル 、11i子 化 を 用 い た ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム 1 1- ll化の検 ;1 、1”,  電 子l、l '1 報

J成イ, 1学 会1 1'声イl1「究会(1988 . 2 )

35 .本1i1 ケ 原 Lit二、相、沢 方' l1昭 : “自立語列からの対話文生成一タ、j ;11f-文許,1,認,11&への応用一” , 情 1:l1l処理字会

全同大会(1988 .3 )

36. 條i由 111 直子、 小 倉 1建上?郎 、 泰系元 .」i: “, - ;1''データベースの品質行理”, 1青般処理字会'f1,: lr1大会(1988.3)

3 7 . 森 元 ;1111、 小 合  1建大郎、販田 イ_: : “自動話ii訳電 11 イ,J1究用, i f' データ ベー スの収集にっいで' , 情i、i処
理学会全同大会(1988 .3 )

3 8 . 小f i 11建大郎、 f1後英山1f 直 」'-、l;l集元 i里: “ , i f lテ ー タ ペース 収 集 支 援 シ ス テ ム ” ,  情 l li処理学会全l 1 1 大会

( 1988 .3 )

3 9 . 野 i l i内 出、 販 川  1 : : “文、1 l11における名,;,i1句の同- -1 1の理角1「' , ・h'11 報処理学会1l、l l:1大会(1988.3)

40 .前l11 広 ii二、 小ii 1要1、 久米 ?能 f 、 販 川  イ : : “l1木,; f i文、1語文における111文 語 表 現 の 解 析 ” , 情 f 1?理 字

会 全 lr l大会(1988.3)

41. 販 川  仁、 小4i1 標、 野?l i内 出、 イf川 英一 -、 和、,1・、 1111i1l J : “端来間対 -: t通訳の実 l験システム構成”,,

情i'l製理字会全同大会(1988.3)
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42 . 小.事1: 1?、、 久米 ?l:f - 、 前l11 広 r.、 販lll イ .: “文、1,,,11'話ii,ftにおけるl1木語発,1:「'の 理 解 ” ,  情 rli処理字会

全l 1:1大会(1988 . 3 )

43. 加 藤  進、 小集 ,1111: “素性構造の単 化 ア ル ゴ リ ズ ム のn平価”,情報処理字会全l 1:1大会(1988.3)

44. l'1木 f 年 : “ l 1本.l1の.表.11に お け る セ'ロ 代 名, '11の理角「' ,  情報処理 '、11''会全1r1大会(1988 . 3 )

15.イf11l 多t--、 販 川  イ:: “ プ ラ ン ・ レ コ グ ニ , ノ シ ョ ン ・ モ デ ル を 用 い た 文 、1語;1ftltの手1;整ト染”, 情rli処理字会

全同大会(1988 .3 )

46. 久 米  確 f -、 小i? ,il'、 前田 広・r 、 販l1l イ : : “ l 1木.11対,1t 文における発,1R浦図 の 解?1iの方法”, ,l l'」 報

処理字会全l 1 1大会(1l1)8 8 . 3 )

4 7 . 川 端  豪 、  女 f田 正記 : “ ト ッ プ タ ウ ン 1' f素照合を用いるワー ド ス ポ ッ テ ィ ン グ ” ,  電 「 情1 li通 信 学 会 論

文.,i1 (D )Vo l  J71 -D 3

48. 月 ' ノ l -. 直L;,、 小合 1l建大郎、 i?元 )? : “係り受け意味関係の間1ii1点とその考索”, 電J'・ h'11 f li通信字会

1 語 処 理 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 会 ( 1 9 8 8 . 3 )

49 . 丸111 活表'l ,、川端 索- : “ X ウ ィ ン ド ゥ l -.に1J、'現 し た 「,'声処理ワー ク ベ ン チ” ,  l1木fi'1l準字会昭和63年度

イt?・i11「究発表会(1988.3)

5 0 . 条 原  商 大 f f-? 11建 -、 ,度辺 1 111i)1l:: “ ff 声 デー タ ベー ス用文セ ソ ト の・文計”, l1本 ,°1-'1111'1''会昭和63年度

イfii石11究発表会(1988 . 3 )

5 1 . iu ll -,',?、 i;J i1又 )f 典 、  楽原 商 大 : “111- n1l発声と文発声における l'、1' l111系目i続iくの 分 析?, l1イ 、f「11' 、f 会

昭 和 6:1fl -度イf予i研究発表会(1() 8 8 . 3 )

52.畑出奇 fi -郎 、 l川 、1 ,ii ,、 川 端  111:1、 鹿 野  清i, : “ ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム - リ ーデ ィ ン グ 知 ;l?を用いた1f

1111セ グ メ ン テ ー シ ョ ン の , 式 み ” ,  ll木f「手、l1'' 1''会 昭 和 ()3イ l・度 f ド手i,11 '究発表会(11 )88 .3 )

53.イt沢 利 行 、 川 端  要 、 鹿 111」, 1,'1i1 : “ HMM を 用 い た 1f減,1tf細こおける出力確率の平11'1- 化手法の検.、1”

l l本ff「'1字会昭和(i3fl・度イl-f 111J1究究表会(1() 8 8 . 3 )

54 , 川端 ,表、 イ 111、11? 利 行 、 鹿 11'」 1 l'1i1 : “H?11?11ll11・き、,,1?に 基 つ く ヮ 一 l ス ソ ホ ッ テ ィ ン グ ” , l l 木 l'fi11 ,,',
会昭和(i3 f「度 fi手付「究発表会(1988 . 3 )

55.中イ;、1 -1 '1、 鹿 111f 清21 : “ フ ァ ジ ィ へ ク ト ル 11 l- f 化 を 用 い た ス 、̂ ク ト ロ グ ラ ム 正 J、見化一, 1 l本 f「 1,'-字 会 昭

和 ()l11年度イf手i11「究発表会(1988.3)

56. l可部 l f 1l中、 中イi i'i、 鹿 野 、111'i、、 楽原 出大: “ ベ ク ト ル1,,1 1'-化 に よ る1l1質変換の.・1i 価 ” ,  l l 木 ,'「?1学

字会昭和63年度イf平研究発表会(1988.3)

57, 中11、j lfll.?、 鹿 野 1 l fi1 : “ コ ネ ク シ ョ ニ ス ト モ デ ル に よ る 11i 1,1'i,1,11「,測の検・、j ”,  l1木1f1,11 ' f 会 昭 和 ()3年

度イf手行11究発表会(1988.3)

58 . 表 : 部  月1美f i f i、 tJi1又 1f典 : “ 人 力1'n1系クl1に応じた 1、1'J l ' _要,、1'l の選択法”, l l木1'f '1111'、1',会ll,'i和(i3イl:度イf期付「

究発表会(1988 .3 )

59. 111イ、、1 度 -、 Alex  Wa lbe1:“Neu r a l N e tworkを使つた渡Jl?入出力による条if者iil111:”, l l 本 1 '',111字会昭

和(13年度イ表平iill f究発表会(1988.3 )

60 .宮正、 1 l 典 、 tJjj又 1f 典 : “1「 l1l 々 の 発 f l '本,1i式における基本渡数パタンの制御モテルの検.1 ”,  l1本高-i111' 、i1

会 昭 和 ()3'1・度イf平1 ,月究発表会(1988.3)

61. イ'l li ヶ 原 lit. _、 相、11? 1111,昭 : “1(11,活文 11;11認、111111における1,111悄?1'liの通用”, 電 f ・l '青i'1i,iil信字会全lr1大会シ

ン ポ シ ウ ム ( 1 l1)8 8 . 3 )

一 3 2 -



A T R 視 聴 覚 機 構 研 究 所

1 .  横 澤  一彦、 行場 次郎(信州大) : “ テ ク ス チ ャ ー パ タ ー ン の 初 期 明E素度と消失時間にあらわれる図地

非対称性”, 日本心理学会第51回大会(1987.10)

2 .車乙 敏 郎 、 可 児  一率(兵庫医大) : “視神経集合の活動度の光覚間の関係にっい て ( 「 V ) 周 辺 視 力 と の 関

係”,  日本心理学会第51回大会(1987.10)

3 . 横 山  素 : “視覚と自己受容感覚との再調和による左右反転視野への順応”, 日本心理学会第51回大会

( 1987 .10 )

4 . 佐 藤  隆夫、結形 昌 美 : “ 力 ラ ースプレディングにおける輝度の効果”,日本心理学会第51回大会(1987

10)

5 .  三宅 1成 : “ 神 経 回 路 モ デ ル と ニ ュー ロコンピュー タ”,日本心理学会第51回大会シンポジウム(1987 . 10 )

6 . 積 山 素 : “触空間の視点構造(1)”,日本教育心理学会第29回総会(1987.10)

7 . 章i1: 敏 郎 : “ 視 野 と 受 容 野 ” ,  目本解i床限科学会第41回総会(1987.10)

8 . 平 原  達 liL : “非巡回型解1,界帯域幅テ:イジタルフイルタ群の設計”, 日本音響学会昭和62年度秋率研究発表

会(1987 .10 )

9.馬句木根 降,士 、 平 原  達也: “出程b牛の周渡数分析機能を模擬するフィルタバンク”, 日本音響学会昭和62

年度秋李研究発表会(1987. 10 )

1 0 . 片 桐  滋 : “辞書と音書員特微記述を用いた大語彙単語認識への ア ブ ローチ”,  日本音響学会昭和62年度秋

季研究発表会(1987.10 )

11. J i一桐 滋 、 横 田  ま な み : “視覚的音響特徴ラベルを用いた音音員特微記述”, 日本音響学会昭和62年度秋

季 研 究 発 表 会 ( 1 9 8 7 . 1 0 )

12. 111 木 正人 : “ 音 議 タ ー ゲ ッ ト 予 測 モ デ ル に よ る 子 測 ス ぺ ク ト ル の 性 質 ( 1 ) ” ,  日本音響学会昭和62年度秋

季研究発表会(1987.10 )

13 . 赤 木  正人 : “ 音 識 タ ーゲ ッ ト 子 測 モ デ ル に よ る 予 測 ス ぺ ク ト ル の 性 質 ( 2 ) ” ,  日本普響学会昭和62年度秋

率研究発表会(1987.10)

14 . 北 原  義 典 、 東 倉  洋一、 武 田  昌 一 ( 日 立 製 作 所 ) 、 市 川 一線(日立製作所) : “ 普1'一言語の了解性に対す

る言tlf网青報の効果”, 日本青響学会11-1和62年度秋李研究発表会(1987.10)

1 5 . 鈴 木  l導(-東大)、武-ナP 昭 江 ( 東 京 学 芸 大 ) 、 大 山  玄 、 桐 谷  滋(東大) : “ 日 本 人 英 語 ブ ロ ソ デ ィ に 関 す

る 一 検 討 ” ,  日本青響学会昭和62年度秋率研究発表会(1987.10 )

16 . 岡 本  期 子 ( 北 里 大 ) 、 小 池  三集子 ( 北 里 大 ) 、 大 1 1 l ;111.、 新 美  1成:二(東大) : “食道発声の聰覚印象及

び普響分析による予備的検11f , 第32回日本音声言語医学会(1987.10)

17.広1頼 lf?( 東 大 ) 、 大 山 1111、、 系1,t野 加条江 ( 東 京 都 神 経 研 ) : “麻'期生構普障書の定最的評価の試み”,第

32回日本普11'言語医学会(1987.10 )

1 8 . 本 郷  節之、 松 尾  直 樹 ( N T T ) : “電話操作に関する知識と行動のモデル”,電子情報通信学会システム

部門全国大会(1987 .11 )

19. 森 吉 , J, 1、、横'i等1・ 一彦 、 梅 田  三千雄 : “ フ ォ ン ト ェデ ィ タ ー 「Fable」その字形評価への応用”,電子情報

通信学会システム部1''1金国大会(1987.11)

20 . 結 形  昌 美 、 佐 藤  降 夫 : “ 時 空 間 フ ィ ル タ を 用 い た 速 度 べ ク ト ル の 推 定 ” , 電 子 情 報 通 信 学 会 シ ス テ ム

部門全園大会(1987 .11 )
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21. 城 和黄、 相ffl11 三千iff: “リスフ'環境ドにおける高速画像処理”, 電子情11li通信学会システム部l' 1大 会

(1987.11)

22.機等1 -11i.、 森  吉'JL、 前 川  三千雄 : “単語形状知i毒?と文脈効果に関する分析”,電子情報通信学会シ

ステム部l''1全国大会(1987.11)

23 .三宅 1成、表田 .f,美(名大)、島11111 系,il一郎(名大) : “、1ti列処理計算職による画像の高速生成”, 電気関

係学会関西支部速合大会(1987.11)

24 .車2: 敏 郎 、 三t 1成、可り'i 一 率 (、f最111l11l1大) : “ ヒトの綱1i実モデルによる間術面横成南美のシュミレー シ ョ

ン”,  電気関係学会関西文部連合大会(1987.11)

25. 三宅 l成 : “並列分1改処理システムの研究 - 1川発動向”, 1i123回東京工業大学総会研究館11111演会(1987.11)

2 6 . 池 田  学 利 ( 阪 大 ) 、 三 宅  1成、川北 光リi (販大)、車t ml1、 、,定1l1 英 ,- j 、 鈴 木  良次(東大) : “ 初 期 視

覚の計算論理とi中経回路による解法”,第2回生体・生理工学シンポジウム(1987 .11 )

27. l11 木 秀明(可,'?,二?l l大)、岡木 期子(北里大)、 大ll_1 玄 、 新 美  成一1(東大) : “ 食 道 発 声 の 識 律 的 特 徴 ” ,,

聴覚言語言11;1害研究会(1987 .11 )

28. 北 原  義 典 、 東 常  洋 一 : “ 青J l'言 11 'i要,容に果プ::す識;fl喊力果の検;言”,日木認知科学会(1987 . 11 )、
29. 1f1ま,.、i1準i 一彦 : “漢字単語優f立効果についで' , 日 本 認 1i、l1不l学会P&P研究会(1987.11)

30. 三宅 l11l1、申'乙 敏 郎 : “ ヒトの細理実における情 11l1処 理 ” , 第 2 回 デ ィ ジ タ ル 信 号 シ ン ポ ン ウ ム ( 1 9 8 7 . 1 2 )

31. ,'pZ 敏郎、_二;宅 ,成 : “i中 経 計 算 論 と 並 列 信 号 処 理 ” , 第 2 同 デ ィ シ タ ル 信 号 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 9 8 7 . 1 2 )

32.以1、木 正 人 、 東f-t 、1・、1 - - : “高'械タ ー ゲ ・ ノ ト子測モテルの高一声認11識への応用”,電子情、目1通信学会普Jlf研

究会(1987 .12 )

33. ,中1i i表速1l;: “税覚情 1'l1lの細・言ii的 続 合 過 程 と 記'1ま、”,テレビジョン字会視覚・1、l'i報研究会・11,1 r,会(1987 . 1 2 )

3 4 . 上 川  和大、 ,方、木 正人 : “ 青 の?i i さ と 振 幅111111111”,日本青響学会1随覚研究会(1987.12)

3 5 . 1 、・i 多  仲 - : “図Jtf 認,i&に お け る 並 列 性 ” , 日 本・,程、1l、 l1科学会シンポジウム(1987.12)

36. 1j1、木 正人 :“ l fi1 青1識f11覚における青識タ ーケ ッ ト 一 1「- 測機手111 の 生 理 心 理 モ デ ル ”, 計 測 自 動11, l1御 学 会

( 1 987 . 12 )

37 .1 i一相 、,ii,、 正tlll -,,111(自動翻i訳電語研究所)、 tJifi 'クf典(自動器1i,J?電,1?ff「究所) : “ ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム を

用 い た 音11 ラ べ リ ン グ ” ,  電子情1 li通信学全青11研究会(1987 . 12 )

3 8 . 結 形  ,' i 美 、 佐 藤  f'f表夫: “ 時 空 間 フ ィ ル タ を 用 い た 連 動t見知覚のモテル”, テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 税 覚 情 報

処理研究会(1988 . 1 )

39 . 前 」 1 11t、 11111,. 和黄、 ifif田 _::i ' f -.離 : “n儿与il1'に よ る 単 當 節 の 認 識 ” , テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 税 覚 情 報 処 理 究 研

会(1988 .1 )

4 0 . i1,? 和黄、 i加l1 三 一二t1111 : “ リ ス プ に よ る 高 速 画 像 処 理 」1111i境 と 処 理 シ ス テ ム 〔 I 〕 ” , 電 子 情 報 通 信 学 会 パ

タ ー ン 認 ;器kと理解研究会、 情 報 処 理 学 会 コ ン ピ ュ ー タ ビ シ ョ ン 研 究 会 ( 1 9 8 8 . 1 )

41. ,,1乙 敏 郎 : “ 視 覚・開kt總 理 と t中 経 モ デ ル ” , blt 11.,11 2 月 号 「 ニ ュ ーロ コ ン ビ ュー タ特集」(1988 . 2 )

42. .、i11多 f1l1 一 、 」1乙 敏郎、三宅 1-成 : “ 神 経 回 路 綱 に よ る テ ク ス ト ン 形 成 過 程 ” ,  電 子l青1li通信学会PRU研

究会(1988 . 2 )

43. 三it- ,出k : “ ニ ュ ー ロ コ ン ピ ュー タ と 並 列 処 理 コ ン ピ ュ ー タ ” , N H K エ ン ジ ニ ア リ ン グ サー ビス技術セ

ミ ナー 「 ニ ュ ーロ コ ン ピ ュー タ」 (1988 . 2 )

4 4 .三宅 ・成、車111 敏 郎 、 川 人  光」リi(阪大)、:表i多 仲 一 : “視覚の計算理論と11中 経 回 路 モ デ ル ” , 電 子li'i報

通 信 学 会 コ ン ビ ュ ータ シ ス テ ム fJ f究会(1988.2)
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4 5 . 佐 藤  隆 夫 、 西 付  新 -也、 大 沢  :li_tf (客員) : “両目長立体視における111渡 、 色度・h'1報の役割”,テレビジョン

学会税覚情報処理研究会(1988 . 2 )

4 6 . 高 橋 1l11i子 ( N T T ) 、 三 宅  誠、悔「l1 三千雄 : “並列計算機(NCUBE)の画像処理l 11l能の, 平 価 ” , 電 子

情率li通信学会昭和63年'ff手場全国大会(1988.3)

4 7 . 松 下  li基i、 i率t 敏 郎 : “形状の階層的構造記述の一手法”,電子情幸11o11i信学会昭和63年春手全国大会

(1988 .3 )

4 8 . 本 郷  節之、率l乙 敏 郎 : “図記号の認知特性に関する研究”,  電子情報通信学会昭和63年:11f 手i全同大会

( 1 988 . 3 )

49.上表成 和 黄 、 佐 藤  i表iイ中、相,f田 三千i性 : “ 解 像 度 ピ ラ ミ ・ ノ ドを用いた中納1抽出”, 電子情報通信学会昭和

63年春手全国大会(1988.3)

50 .三宅 1成、自并 支i1l1、 安'西 昭 之、利1lL1 斉已: “i中経回路シミュレ ー タ の 開 発 と そ の 応 用 ” , 電 子 情

報通信学会昭和63年者芦率全国大会(1988.3)

5 1 . 森  言 111:、、械1準- 一彦、 i角fl日 三千i性 : “PDPモデルの類似漢字識別への応用”,  電 一 f-1青報通信学会昭

和63年'存?;f':全国大会(1988.3 )

52.系名形 ,'・',美 、 佐 藤  llf指大: “連動視タ、l1覚モテルにおける推定速度の精密改善”, 電子情報通信学会昭和63

年春手全同大会(1988.3)

53. J成 和黄、 i i11l111 : ◆itl,: “ リ ス プ に よ る 高 速 画 像 処 理 環 境 ” , 情 r li処 理 f 会 全 国 大 会 ( 1 9 8 8 . 3 )

5 4 . 佐 藤 ・iiiイ中、 flffl11 -:_ -nf l1 : “イ見差・フロ ーの 計 算 と1,トt化 過 程 ” , ・ll'ltli処 理 学 会 コ ン ピ ュ ー タ ビ ン ヨ ン 研

究会(1988 . 3 )
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A T R 光 電 波 通 信 研 究 所

1 . 1i 、,l1 , 久、 1?1il -・1,1:1ji、 1:14 l li'.、 i1基11l1 liiJ?、 li M,? 要111 、 小 体 1、見11l,リi(NHK)、f合木 11建大(NHK)

: “ 高,農度S1 選 択 ド ーフ 111. f - jl 二 1 'の P Lバルス応「与II”,第 18l l '1応用物理字会字f l f ,111111i i会(1 (987 .10 )

2 .西4 i i 1:郎、j上 ・成,111,、 岡 野  f年 しu、 1頼1 ' ,Ji.と 、 中 西  1建 ,,1、 藤 本 要11、 小 林 1、tii.11'li( N H K ) 、11111本

11建大(NHK) ' “M B E 成 長 G a A s : S1 高dt度 ド ー ビングの面方イ1依存性” , 第 18回応用物11'11:、1,: ':11l '、f'術 ,11tli1 ,

会(1987 . 1 0 )

3 .  'a川 交 : : “光術j11l111通イ,,に関する研究l1l1発”, 'j-'' i 1 l1l1発関J生 シ ン ホ シ ウ ム ( 1 9 8 7 . 1 0 )

4.4我英 11谷平、 要'原 進 ( N T T ) : “ ト ラ ン ス ポ リ ア セ チ レ ン 荷 電 ソ リ ト ン の ま ゎ り のiii動に'「「なった原 j ' ,の

動き ” ,  Synthetlc Meta l s ( 1987 . l 0 )

5 . 多1't l i_・ul l : “f'表_ l:移動通イ,i環境におけるアンテナ利1'1イff定法 ' , 電 f ,l、l'i1, lL通イ,1'、1; : 会 ア ン テ ナ 伝i話t fJl-究
会(1987 . 10 )

6 . ?? 1- 由,1、r 久1:lf.、1程 l11原 売;、 ?川 交 . : : “移動体術, l1.通イ, ,用 1・信 ア ク テ ィ ブ ア レ ーア ン テ ナ に 関 す る 検.、1-,,

電 f十1'1'i'lt通信字会アンテナイf f f,語、研究会(1987 .10 )

7 . 4 我l 裕 平 、 集 原  進 ( N T T ) : “ ポ リ ア セ チ レ ン 1 ; J 在 振 動 の11,i ll、,1 依 存'll_' ,  Sol id  State Commun lca-
t1ons (1988 .11 )

8 . 徳、1llf1 ,1 l iifl:、 加1l? 、if1 彦 ( N T T ) : “30GHz MMIC化イ メ ー ジi用l1 ミ ク サ ” ,  電 J -1 l '11報 通 信 字 会 昭 和 ()2

年'1'1学体・イ、i考 、l部1u1全lr1大会(1987 . 11 )

9 . 藤1l' 1',' 更、 lll中 利1ii、、 相 川  11:義 : “ :乗l?1 数的配クl1アンテナアレー ・ ホ ロ グ ラ フ イ へ の M E M の

通 用一, it f -l、l'1' 1,lt通イ,1' 1;'会昭和62年l' J 、準 体 ・ 44 考 、l部l''1全l 1 1大会(1987.11)

1 0 . 4 i 良  事:使 : “Note  on  the o1)tlc a l o s c111ator Strength of m lcroscoplc Super lattlces a s o p tlca1-
1yactlve parts of dev1ces” , Internat1o n a l S y m p o slu m  on  ale Techno1og1es for optoelectromcs

( 1987 .11 )

1 1 . 原  信 _、 徳 満  ,l l ii和. 、 相 川  1 1 1義 : “MMIC化に通した移相器”, 電 f -h'」'1,l加信字会昭和62年、l'1準体・

イj科部lu1全l f _1 大会(1987 . 11 )

12. ll中 f油 、 總 l 的  ,1 1 iif i. 、 原  信 .、 田 中  利1,a1 : “LUFET MMICによる広器域ミキサの検,1,1-, 電 f -h'i

細盛イ, -,-字会昭和62イ1 一、li期イ、・ 44-i'l-部l''1全l f:1大会(1987.11)

13 . 徳 満  ・l111,f I 、 原  イ, 1 _ _、 l11中 利 意 、 相 川  l l .義 : “線路 -体化FET(LUFET )の提案およびMMIC小

型化への応用' ,  電子情1f l?通イ, 1' f 会 昭 和 6 2 年 、1 ??体・イi1l、1 -部lu1全l f _l大会(1987.11)

14 . 中 木  1 l1.之 、 徳1l1,t ・1 l l_ift、 原 信 _、 111中 利意 : “LUFETを用いたMMIC ,u 力合成l,,降 ” , 電 f - 1 l:1 rli

通信字会1lm l62年、l 11111体・4イ 11:、1部l u1全l 1 1 大会(1 11)87 .11 )

15. 平同 ◆:f f 、 徳、11111 ,1 l iif1、 l11中 利意 : “M MIC化可変減度器の設計と特性”,電 1 - 青 ・1'1加信 ,- 会昭和62

年、l-'1準体・ 441 、l-部1''1个 lr1大会(1987 . 11 )

1 6 . 角 川  系L1久 大  田 中  利1,とf、相川 正義 : “ マ イ ク ロ ス ト リ ッ ブ 線 路 を 用 い た ス ロ ツ トi,'1合方向性”, 電

子1 、1'f相通イ,i字会昭和()2年、l' J學体・44i'1都l''1全1rl大会(1987.11)

1 7 . 川 中  利;1i、、 相 川  1 1 ;111ii : “ 多 端 f - ス ロ ッ ト 結 合 方 向 性 結 合 器 の1-表1成法”, 電 f Jl、l 1 i:lb速イ,;'、f会昭和62'1・、i'
浮体・イ'i科部l''1全l 1 _1 大会(1987 .11 )

18. 多 'i11 登1・' ,1:ifl. : “i;l 特 無 線 シ ス テ ム に お け る ア ン テ ナ 伝 橋 環 境n受計の提案”, 昭和62年電気関係字会l111西

支一部J生合大会(1 '1)8 7 . 1 1 )
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19. 表:達 ・l l1(東一に大)、 ,fi、1也 11: ll( N T T ) 、  , 1,-,'表 11- i合 : '第22同URSI i' し、会出1品11i1'1-” , 電 f - l'1'1相通イ,1,1,

会A・P87-102 ( 1 9 87 . 1 1 )

2 0 . 11表J1' 1',' 更、 田 中  利1・9i、 相 川  l1:;111i . ? 来 1表、1故的配列アンテナアレー ・ ホ ロ グ ラ ム イ のME?Iによる

ll J 生”,  , しi. f -l l'1- i li通イ,:' 1i 会 ア ン テ ナf1,d番l11「究会(1987.12)

21 . 田 中  利 1i11、、 角l11 記 久 大 和 川  正.表 : “ 向 面マ イ ク ロulI C に よ る ス ロ ノ ト結合方向,1 '11結合器”,電気

1:'会電l,1i11,理論f1「究会(1987 . 1 2 )

2 2 . 森  1、?1平 : “ ホ リ ア セ チ レ ン ソ リ ト ン 付 近 の i i i 動 モ 一 l と・方,外 ス べ ク ト ル ” ,  J ou r n a1of Ph、slc a l S o c1_

ety of Japan (1l08 7 . 1 2 )

23. i森 1 、li、・l1_1東 .,進 ( N T T ) : “ 分 f - lJLf11_i1に よ る ポ リ ア セ チ レ ン ソ リ ト ン 付通:の1-'J在化モ ー ド の,1lif二

Synthet1c Meta l s (1987 .12 )

2 i . f f1l1 利 l 1' (,u,度fi11 )、松j1 '  敏明(電1度研)、 ,荒木 'if -、 l111111t :1l111J ( 電,度石f1 ) “Selectable-Fme s sFabj , ,

Perot Interferomete r  f o r  the Fre・〔1uency Measurement of m 111mleter and  S u b m1l11meter  Wa-

、,es” ,  12th Internat1ona lCon ference on  Infrared andR I i l lmme t er 、、一a、,e s ( 1(187 . 1 2 )

25. , l f 1'資 1、1:n- : “ リ モ ー ト セ ン シ ン グ ” , ;1しi成111f平、 l11、 、、1 o133 1、1o 、一) , p p 3、i 11 ( 198 7 . 1 2 )

26.l11中 利:a' 、 相 川  正i't- : “ リ ノ ジ 形 状 方 向,1'l,i,'1合器一',率f結合化およひl藤・1電力化一” , 1t 」'- l、1'1 1.lL成信字会

論文,1,i-、( C ) ( 1 9 8 8 . 1 )

2 7 . 小 林  人jii、1 iji ( N H K ) 、 i識?川 1111?( N H K ) 、 重?:、田 11i彦: “Deep Electron Trops m A IA s - G a A s

SuperIattlces a s S t u d led by Deep - Lev e l T r a n slent Spectroscopy” J a n 3 A p p l P h y s. 27 (1 (g88.2)

28. 西 根  -l ,国 、  1 , 、1111 久 、 社  ,成滋、 l 1,,j野 f1 道 、 l生fJ 1  ,u.之、 中西 健 , -1、 藤 木  要,.1J : “G a A s 中 高 lii1.

度添加イ・li',t物 の ミ ク ロ 構 造” ,  電 気、1''会 電 f ・ll料研究会(1988.2 )

29. l l,,我 、l 11 、1f ,1 : “光術111.llJ通信ii1術の動向”, 第 1 9 7 同 エ レ ク ト ロ ニ ク ス l i , ;1表会(1988.2)

3 0 . lfli原 売、 ィ1- lI 1、f 久iff:、 表 川  交 _ : “ ス ロ ッ ト 結 合 型 広 構 域 マ イ ク ロ ス ト リ ソ ブアンテナの基前游持l'1: ” ,,,

,注 一 f ・l青相通信字会アンテナ伝i番研究会(1988.2)

31.4森 11谷、l' l 、  成 能  俊JIS: “光非線型光学効果を 小 1 す へ ン ソ キ サ ジ ア ソ' 一 ル 化 合 物 の 分 f - 1llL道”,physlcs

Let te r s (1988 .2 )

3 2 . i?lilll 1起f彦、 1i-浜 久 、 小 林  規11 l - ji ( N H K ) : “S1 選 択 ドーブGaAs/1A IGaAs .l,t -f j1リ'1の発光特性”,,

応用物理(1988 .2 )

3 3 . ィ? 裕 平、 'f :,:良 重俊、 本:原 進 ( N H K ) : “ ポ リ ア セ チ レ ン の フ ォ ノ ン 分 敝 曲 線 と 11i在化モー ド” , l 1本

物 理 学 会 ( 1 9 8 8 . 3 )

34. 'i,1川 交. :、 荒木 '1if:- -、 1l l?木 i切四郎、 イj1、 1llii (電渡研) : “Research and  Deve1opmentActlvl t -
1es  of Optlc a l I S L s m J apan” , l n te rna t1o n a l lfourna1of  Sate11ite Commun lcat1o n s ( 1 9 8 8 . 3 )

35. ノ'?良 i11 俊 : “GaAs?1As系1_1i,「?- f -構造のl、点での0ptlc a l P a l an za t1on” , l 1本物理字会(1988 .3 )

36 . P e t e r  Dav1s、 1 _1 1 _1列 達也(:11 良 女 f -大) : “Charactenzat1on  of phase Iockmg” ,  1 1 本 物 理 f 会

( 1988 .3 )

37 . p e t e r  Dav1s : “Complex non -1inear d y n a mlcs and  slg n a l P r o c e s s m g ” , l l 本11t1lli1'1'字 会 ( 1 9 8 8 . 3 )

38. ノf Iと  ◆俊、 1llf付 良 徳 : “ _ ,f.障11,t造 に お け る ”S ec1uent1a1”トンネル電1f i” ,応用物理'、,'会(1988 . 3 )

39.l11中 利1,?1、徳11f1 ・l t11,ll. 、 相 川  l 11義 : “ 多11?化MMIC構是l”,電 f - l青報通イ,1:f会昭和63年イ ?平?全l1.1大会

( 1 9 8 8 . 3 )
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4 0 . 徳1l的 l l i11ff 、 原  イ, l _、 川 中  利 11f、、 相 川 11:?1 : “)111.本同路機能モシ_一ルによるMMIC,設計の情想”,,

電 f ・1青中li通信字会昭和63.年 ,ffi111全 l 1:1大会(1988 .3 )

4 1 . 原  信 :、 徳 満  l l iiff .、 ll1中 利1,111、、 相 川  ll 義: “ ア ク テ ィ ブ イ ン タ ク タ に よ る M M I C 広 構 域 增 中111 器

の小型化”,  ' 111: f - h'f i,li通イ, i f会1lli和63年イ?ii全l 1.l大会(1988.3)

42.11l内 直性1、新Jl' i1'.1:. (東1:大 ) : “ オ ン ラ イ ン ハ ン ド ブ ソ ク の た め の ア ン テ ナ'1、1u.Skベー スの構染法”,電

子情 rli通信字会昭和63年イi平i全 1 1.1大会(1988.3 )

1 3 . ィ 1 出,1、i 久ilf 、 瞬 l',1l:1 売 、 表'川 交 : : “ ス ロ ッ ト 結 合 11合電2用度 1 ll1 用円月11マイ ク ロ ス ト リ ッ ブ ア ン テ ナ ” ,,

電 J -li'111t通イ,「f会昭和63年イf ii全l L1大会(1088.3)

44 . l l 1 内  直it,1、 ィ 1-山,1f 久i,fl.、 a川 交 _、 , l,,我 、1i - 治、新月' '21之(東1 ;大)、後藤 商久(東1;大) : “'用;i t

ヘー スを用いた線状アンテナ・?計支扱システムの提?這”,,u. f情、l l加信字会昭和63年イ.:i 'iノt- l 1:l 大会(1988.3 )

4 5 . 平 同 ,1l11:''年、 徳1 1i11 ・l lii富.、 ll1中 利1ii : “M MIC化可変減it器の広,11;-域 化 の  -考索”,電子情細通信字会

昭和63年 i il・;i1,・'i、1 l 1大会(1988 .3 )

4 6 . l11li原 ,j11,、 ィ 1- 出,11 久1, ff_、 'l:,1川 交. _ : “2 ,◆パッチ構造を用いた広特域円形マ イ ク ロ ス ト リ ッ ブ ア ン テ ナ ”

電 f ,l、1'11報通信字会昭和63年イi手i全l l l 大会(1988  3 )

4 7 . 後n'ま基 光 ,,1、 荒 木  資 -、 '表川 交 _ : “へテロダイン光ISLに関する検,,、j ( そ の 1 ) -1','1合,し't差によるへ

テ ロ ダ イ ン 効 率 の'究i化 ” ,  電 J'-1青制1通信字会ll 'リ和63年イffi全1 1.1 大会(1988 .3 )

48. il1111木 it方四郎、荒木 i? ,、 '?川 交 : : “1iil t条?l1 ,ff )1:に 強 い 光 I S L ビーム 追1t1方式の提集” ,  電 f ・l青 1 l11

通信学会昭和63年i il・1-'1、: l 1 1 大会(1988 .3 )

4 9 . 荒 木  'l? -、 f l義ド本 出ff四郎、表'川 交 : : “ 光f準f.・l' 間通信の抽一提・追1t方式に l 装1する -検,1、j ” , 電 」 「 ,l青j,l)1

J通信学会ll J和63年i1-11_ i': l -i1 大 会 ( 1 9 8 8 . 3 )

50 .藤J l 二 1','1i1.、 111中 利 意 、 相 川  11 11義 : “ 一 来 関 数 的 配 列 ア ン テ ナ ア レ ー ホ ロ グ ラ フ ィ へのMEMの通

用 ( I I ) ” ,  電 f,h'1l rli通イ1' 」 , 会昭和63年 .i,、??1tl f1l大会(1988. :1 )

51. 1:14 l'11、 1i 111、- 久、 1、l1l i'1二 1Ji、 金?klll 起彦、 小 林  文ti文11リi ( N 田、.) 、 鈴 木  健 大 ( N H K ) : “S1選択

ドープ11l f - Jl: f  - 発光の障l技fiil',J-依 存 性 ' ,  第35l l ,l応用物理字l 1哭1係連合,;1t111l i会(1988.3)

52. .,;上 ・成,l111,、 同 野  1年道、中西 1建 ,,1 、 ,'li11J -1 'fi,と、西イ ,Li - l -郎 、 ; 藤 木 要111、 小イ本 規文llリ 11 ( N H K ) 、  鈴

木 11建 大 ( N H K ) : “高1111渡 S i ドーブ ( I  I I ) A 面 成 .i1,GaAsのアニール効果”, 1要'i35lnl応用物理字会1 111、j係

進合,1l1111i,i会(1988 . 3 )

53 . ィ 在 lf1 -、l' : “ ポ リ ア セ チ レ ン の f fi在 化 振 動 と フ ォ ノ ン 分 散 カーブ ”Svnthet1c M e t a l s ( 1 9 8 8 . 3 )
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A T R の 動 向

テクニカルレポートの販売

A T R グ ルーブでは、 社内研究資料と し て テ ク ニ カ ル レ ポー ト を 作 成 し て お り  ますが、 下 記 の レ

ポー ト に つ き ま し て は 、 有 料 に て 公 開 し て お り ま す の で ご 紹 介 し ま す 。

ナ ン パ - タ イ ト ル 発 行 日

ATR自動翻訳電話研究所

T R - I - 0  0 0 5

T R - I - 0  0 0 8

連 続 音 声 認 識

Continuous Speech Recognition

日 本 語 品 詞 の 分 類

Classification of Japan Parts of Speech

1 9 8 7 . 6 .

1987.11.

ATR税聰覚機構研究所

T R - A - 0 0 0 1

T R - A - 0  0 0 3

A Weighted CepstralDistance Measure for Speech Recognition
音 j' 認 識 の た め の 1 頭1み 付 き ケ ブ ス ト ラ ム 11l灣能 f、l1.度

Inter -aura lSpeech Spectrum Representation by Spatio -Tempor1
Mask ing  Pattern
時 空 間 的 な マ ス キ ン グ パ タ ー ン か ら 見 たI際、覚 系 内 に お け る 音 f l,
ス ぺ ク ト ル 表 現

Spectrogram Reading
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ

Evaluation of spectrum target predictionmode l i n  speech perceptior
接- J ii知 覚 に お け る ス ぺ ク ト ル タ ー ケ ' ッ ト 予 測 モ テ' ル の 評 価

Properties of v i sua lmemory  for b1ock patterns

Displacement Limits for  ReversedRandom-Dot Cinematograms
逆 転 ラ ン ダ ム ・  ド ッ ト ・ シ ネ マ ト グ ラ ム の 移 動 限 界

1987 . 5 . 22

1 9 8 7 . 6 . 2

T R - A - 0  0 0 5

T R - A - 0  0 0 6

T R- A-0 0 1 2

T R-A- 0 0 1 4

T R - A - 0 0 1 6

T R - A - 0 0 1 7

T R - A - 0  0 2 0

T R - A - 0 0 2 1

1 9 8 7 . 6 .

1 9 8 7 . 6 . 9

1987 .8 .13

1 9 8 7 . 9 .

S T A X  S R ,、ProのJ'1渡数特性
一 人 工 :l11 及 び ダ ミ ーへ ツ ド に よ る 測 定 一

コ ネ ク シ ョ ニ ス ト モ デ ル と 認 知 心 理 学

テ ク ス チ ャ 一 識 別 の 心 理 学 研 究 の 展 望

A Study of Binocular Vision using VisuaI Evoked Potentials
11秀 発 電 位 に よ る 両 限 税 機 構 の 研 究

1987.12.7

1987.12.9

1987.12.7

1 9 8 8 . 2 .

な ぉ 、  レ ポー ト に 関 す る ご 質 問 、  な ら び に ご 希 望 が ご ざ い ま  し た ら 、  下 記へお間い合わせ下さぃ。

〒 5 4 0 大 阪 市 東 区;城見2-1 -61 ッイン21M IDタワ一13階

㈱ 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所  企 画 部  担 当 / 收 井  T E L  06-949-1820
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製 品 紹 介  「音韻ラベルi f 音 声 データべ1ース」

:.l i社で収集しま した1',' j l 'デー タへ一スをこ紹介します。

l、f ,l , 認 ,11&システムの実験・.平 価 、 語 者 迪 応 シ ス テ ム の'1サ1 ・・平価、 l f f 1 1合成システムの付f究

平価:、'11の研究に効率的に利用できます。

8 , 500,1 11相、l iの 発 声 が 、-i ,1 l11 名f(リi 女 ア ナ ゥ ン サ 一 111'1- 2 名 ) に っいて収f _大されており、20KH z サ

ン ブ リ ン グ の デ ィ シ タ ル 録ff に よ る 発1 l'に、 1 l 11 i1ラ へル を 付 'j-してぃます。 ラベルは仮名表記

の j l j 現 ・1'1- を保ちっっ、 1','声事象レぺルの ,;T 細 な 発,1 ,記述か可能となる様、 lliflf和'j に 構 成 し て ぃ

ます。

ラ ぺ ル 付 のf,i111iと し て 、  セ グメ ン ト 境 界 の nf,?-は - 部 の ラ ベ ル を 除 き5 m s 以 内、 ラ ベ ル 記 述

,レ'い) の 割 合 は 0 . 5 % 以 ト で す 。

ま た、 1:,L1 と は 別 に 、 1 2 K Hz サ ン ブ リ ン グ の l l 声 テ ー タも系l,1,集します。

適 応 機 種

U N I X の t a r  formatを標,1': と し ま す 。

な お 、 l ,1已ソフトゥェアの内容11:◆につきましては1、記へお l111い 合 わ せ ド さ ぃ 。

〒540大l11Kl l j 東lメ .上ffk見2- 1 - l1;1 ツ イ ン 2 1 M I D タ ワ 一 1 3降し

(?l 1:1 際電気通イ,1J,l・五?塗、i支1本1研 究 所 ?、画部 il1. 、'i/' 木 木  T E L  06 94() -1820

受 買 着 経 介

(昭和62年10月̃昭和63年3月末における外部団体からの表彰者)

社団法人日本音響学会 第5回薬屋潔奨f動賞

受資者 ATR視理惠覚機構研究所 研修研究員 上 田  和大

受「t対象 昭和62年度日本當響:111,会 相1n発表会講演

「青色の表現語に階層構造は存在するか」

受 賞 日  昭和63年3月24日

2 .  社団法人電子情細直l信学会 確原記念学1率一f奨1動質

受資者 ATR視聴覚機構研究所 研究員 北 原  義典

受tt対象 昭和62年電子情報通信学会総合全国大会請演

「 音 声 言 J',受容における識律効果の検討.」

受1:t日 昭和63年3月29日
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株式会社

国際電気通信基礎技術研究所

〒540

大阪市東区城見2-1-61

ツイン21MIDタワ一13階

企画部

06(949)1820

500円(送料別)




